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石倭：

協会もおかげさまで45周年を迎え

ることができました。伊吹局長には

エンジニアリングシンポジウムや新

年の賀詞交歓会でご挨拶いただく

など、協会への温かいご支援に改

めてお礼申し上げます。

伊吹：

おめでとうございます。エンジニア

リング 協会は、創立以 来 現 在に

至っても会員数を増やしていると

伺っています。これにはエンジニア

リングの魅力と併せ、協会の皆さん

の取り組みの賜物です。今後とも

様々な社会的課題の解決に向け協

調してまいりたいと思っています。

石倭：

本日は、「変革の時代〜エンジニア

リングが未来を照らす」と題して、エ

ンジニアリング産業の進むべき道に

ついて忌憚のないご意見、ご見解

を伺えればと考えております。

まずは、我が国の産業社会のトレン

ドやエンジニアリング業界を取り巻

く環境の変化についてのご認識を

お聞かせください。

伊吹：

ご承知の通り、我が国はいま2050

年のカーボンニュートラル（CN）

達成に向けて官民一体の取り組み

を進めています。またロシアのウ

クライナ侵攻や中東における地政

学的リスクの高まりを背景に、電

気やガソリン等の価格が高騰し、

化石エネルギーに依存するリスク

がより一層、鮮明化してきました。

GX（Green Transformation）を 推

進しつつ、エネルギーの供給不安

や価格高騰に伴う経済の減速を最

小限に抑えていく、それがエネル

ギー産業や多くの製造業にとって

最大の課題であり、エンジニアリ

ング産業はそれを支える重要な役

割を担っていると考えています。

さらに、少子高齢化の進展や働き方

改 革 の 浸 透 を 受 け て、GXやDX

（Digital Transformation）の分野で

活躍できる人材の獲得と育成が新

たな経営課題として浮上してきまし

た。エンジニアリング産業はいま、歴

史的な変革期を迎えていると言って

よいでしょう。

産業のトランジション（移行過程）

を最適化していくなかで、様々なモ

ノと知恵、ノウハウを有機的に結集

させるエンジニアリング産業がさら

なる発展を図るための成長機会で

もあると感じています。

伊吹：

確かにトランジションは必ずしも 

石倭：

GXへの取り組みは「インフラの作

り替え」を伴いますので、産業と 

社会のインフラ整備に取り組んで

きたエンジニアリング業界にとって

は、その力を最大限に発揮できる

時代がやってきたと前向きに受け

止めています。GXの取り組みを着

実に推進しながら、同時に経済・

歴史的な変革期を迎えた
我が国のエンジニアリング産業

GXへのトランジションは
ビジネスチャンス

ピンチではなく、いろいろなものを

“作り替える”チャンスでもあると言

えるでしょう。事業構造の変革や

新たな領域への本格参入を伴うで

しょうし、これには大規模な投資

が不可欠で、個々の企業が単独で

遂行するのは困難です。EU では

官民合わせて約140 兆円、米国で

は約50 兆円の投資規模を目指して

おり、日本もGX 推 進法 や GX 脱

炭素電源法などに基づき今後 10

年間で 150 兆円の投資を目指して、

官民挙げて取り組んでいます。

変革の時代〜エンジニアリングが未来を照らす
GX実現と国土強靱化に向けたエンジニアリングの課題と挑戦

世界の経済社会はいま大きな岐路に立っている。新型コロナ禍からの脱却が進み、各国の経済活動が回復するなか、 

ウクライナ紛争や不安定な中東情勢を背景とした地政学リスクの拡大、インフレの高進、それに“地球沸騰化”対応。 

国内に目を向けても少子高齢化の進展など、日本の製造産業を支えてきた構造が根底から変わりつつあります。

この変革の時代に、我が国のエンジニアリング産業は何を目指し、何をなすべきか−。

日本の製造産業全般を所管する経済産業省製造産業局長である伊吹英明氏を迎え、当協会の石倭理事長とともに、

エンジニアリング業界の課題と進むべき道について本音で語り合っていただきました。

記念対談エンジニアリング協会設立45周年

石倭 行人
エンジニアリング協会 理事長

伊吹 英明
経済産業省 製造産業局長

記念対談

エンジニアリング協会
設立45周年
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1960年生まれ
一橋大学経済学部経済学科 卒業 
新日本製鐵株式会社 入社
新日鉄エンジニアリング株式会社 
執行役員（ＴＮＳ社長）
新日鉄住金エンジニアリング株式会社
執行役員（ＴＮＳ社長）（社名変更）
執行役員 海外海洋事業部長委嘱（ＴＮＳ社長）
常務執行役員 海外海洋事業部長委嘱
取締役常務執行役員 海外海洋事業部長委嘱
同 環境ソリューション事業部長委嘱、マネ
ジメントサポートセンター所長委嘱、リスクマ
ネジメント担当
同  環境ソリューション事業担当、

（Steinmüller Babcock Environment GmbH
社 Managing Director）、海洋事業担当 
マネジメントサポートセンター所長委嘱
日鉄エンジニアリング株式会社（社名変更）
同 環境ソリューション事業担当、

（Steinmüller Babcock Environment GmbH
社 Managing Director）、海洋事業担当 
マネジメントサポートセンター所長委嘱
同 代表取締役社長（現職）
エンジニアリング協会 理事長

2050年カーボンニュートラル達成のカギを握る
水素エネルギー

レジリエンスのさらなる高度化
「スマート保安」に挑む

また、昨年末には、「分野別投資戦

略」として鉄鋼、化学、紙パルプ、セ

メントといった“Hard-to-abate”産

業、すなわち製造過程での CO2 排

出削減が困難なセクターや、自動

車、航空機等を含めた16 分野での

ＧＸ実現に向けた方向性と投資促

進策を策定し、GX移行債に基づき

官が予定している20 兆円規模の支

出について、今後、プロジェクトの

具体化を進めることとしています。

石倭：

エンジニアリング産業は、様々なイ

ンフラ構築にあたり、各種システム

や機器の開発から産業社会への

実装という重要な役割を担ってい

ます。いかに効率的に、スピード感

をもって変革に寄与する技術や製

品を創出していくか、そこが私たち

エンジニアリング業界の智恵の絞

りどころだと感じています。ただ、

伊吹局長が指摘されたように、GX

に関連する技術開発とその実装に

は多額の資金と高度な知見・ノウ

ハウが欠かせません。経済産業省

の皆さまにもご支援いただきなが

ら、CNの実現に向けた取り組みを

加速してまいりたいと思います。

伊吹：

政 府 の GX 支 援 は 大きく二つに 

分類されます。一つは生産体制の

高度化を図るための設備 投資や

OPEX（事業のランニングコスト） 

への支援、もう一つは業界や産業

全般の進化に貢献する技術開発へ

の支援です。エンジニアリング産業

は、例えば、洋上風力発電の拡充

や水素の大量製造・輸送を可能に

するサプライチェーンの構築など、

日本のエネルギー政策に係るイン

フラ構築を担っておられます。こう

したインフラ構築には、エンジニア

リング各社の技術や知恵が必須で

すので、政府としては業界の声に真

摯に耳を傾けながらCO2 排出削減

と経済成長を両立させるグリーン

成長戦略の取り組みを支援してい

く方針です。

石倭：

エンジニアリング会社はこれまで各

種プラントの建設を通じて、エネル

ギーや製品の供給を担ってきました

が、逆の発想で、排出された CO2
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東京大学経済学部 卒業
通商産業省（現・経済産業省）入省（産業政
策局調査課）
米国留学（バンダービルド大学、 
ＭＢＡ（Marketing））
新潟県商工労働部新産業振興課長 
外務省在英国日本国大使館参事官 
商務情報政策局文化情報関連産業課長 
商務情報政策局生活文化創造産業課長 
製造産業局自動車課長 
大臣官房参事官（商務流通保安グループ担当） 
中小企業庁長官官房総務課長 
内閣参事官（内閣官房東京オリンピック競技
大会・東京パラリンピック競技大会推進本部
事務局 参事官） 
内閣審議官（内閣官房東京オリンピック競技
大会・東京パラリンピック競技大会推進本部
事務局 企画・推進統括官） 
近畿経済産業局長
製造産業局長

  伊吹 英明 （いぶき ひであき）

経済産業省 製造産業局長

を回収して地中に戻す CCS（CO2

回収・貯留）の実用化にもエンジニ

アリングが活かされています。CN

実現にもエンジニアリングの力でしっ

かりと対応してまいります。ところ

で、様々なGX 施策のなかで特に注

目されている取り組みはありますか。

伊吹：

期待しているのはやはりエネルギー

としての水素の活用です。水素と言

うと、水素を用いた燃料電池車が

身近に存在しますが、水素の需要

は、これに留まるものではなく、発

電エネルギーとして活用することが

不可欠だと考えています。

水素の活用については、輸送・貯蔵

などいまだ多くの技術課題が存在

していますが、各地に整備されてい

るコンビナート等の工業地帯は、発

電所、製鉄所、化学プラントなど多

くの需要が存在する水素利用の拠

点として期待されており、ユーザー

側、供給側を問わず、複数の事業

者が協調する大きな取り組みとして

前に進めたいと思っています。

石倭：

伊吹局長がおっしゃった通り、水素

エネルギーの活用については、鉄

鋼、化学、電力など複数の企業や

団体が連携していくことが重要で

す。水素を生産する、輸送する、貯

蔵する、使用する、そのすべての工

程において業界や企業の垣根を越

えた協業が欠かせません。当協会

は、ユーザーと事業者、そしてエン

ジニアリング産業の協調関係をより

強化していくための触 媒となり、

またハブとしても貢献するよう努め

ていきます。

伊吹：

水素の利用促進に向けた制度設計

を進めるとともに、役所にはないビ

ジネス感覚もフルに活用させて、水

素エネルギーとしての活用を実現

させたいですね。

石倭：

伊吹 局長のお話を伺って、政 府、

特に経済産業省が次代のエネル

ギー政策の策定と遂行に力を注い

でいらっしゃることが分かり、心強

く感じました。では次に、レジリエ

ンス（国土強靱化）についてのお考

えを伺いたいと思います。交通イン

フラや産業・エネルギー関連イン

記念対談エンジニアリング協会設立45周年

  石倭 行人 （いしわ ゆきと）

エンジニアリング協会 理事長
日鉄エンジニアリング株式会社 代表取締役社長

フラの多くは建設から50 年以上が

経過しており、設備の更新や再構

築が重要な社会課題として浮上し

ています。

伊吹：

レジリエンスへは、経済産業省とし

ても重要課題と認識しています。

設備の高経年化だけでなく、人材
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エンジニアリング産業の拡がり
「モノからコトへ」

保安」が、レジリエンスの形となっ

て表れていると思います。

石倭：

そうですね。まさに今我々はモノを

納めるだけでなく、そのモノの劣

化度合いなどのモニタリングにも 

デジタル技術を活用するケースが

増えています。

伊吹：

高速道路のトンネルや橋梁などの

点検にも、かつては高所作業車に

乗った作業者がハンマーで構造体

や壁面を叩いて劣化状況を診断し

ていましたが、最近は AI による打

音解析やX 線などを用いた非破壊

検査が一般化しつつあります。

石倭：

こういったプラントの維持・管理に

ついても、単なるデジタル化ではな

く、設備を理解しているエンジニア

リング会社ならではの DXとして

サービスやソリューションを提供す

る、いわゆるモノからコトへビジネ

スを転換させる企業も出始めてい

ます。

の高齢化や人手不足、それに伴う

技能継承力の低下、さらには災害

の甚大化など、様々な問題を抱え

る中で、環境変化への対応も求め

られています。

石倭：

最近のインフラ更新では、従来の

大地震の発生や津波が到来した際

に浸水しない建物づくりといった

耐震・防災の観点からの取り組み

だけに止まらず、地域における防

災拠点化や、さらに一歩進んで自

律的に地域にエネルギーを供給す

るというような災害に強いインフラ

の構築など多彩な取り組みが進め

られています。

伊吹：

インフラに期待する役割もずいぶ

ん変わってきていますね。最近で

は、人が行う作業を補完する目的

で、様々なセンサーやカメラの活用

も進んでいます。さらにドローンが

人の行けない所にも入ってプラント

の安全性をきっちり確認している。

そういった取り組みにより保安力

や生産性を向上させる「スマート

伊吹：

そういったシステムなりデジタルツイ

ンを提供する側からすれば、新たな

ビジネスチャンスでもありますね。

石倭：

我々エンジニアリング産業の使命

の一つには、IT・デジタル産業と

インフラやプラントのリアルな現

場を繋ぎ、社会に実装する機能も

あると思います。何がどう影響して

全体の効率化に繋がるか、これが

分かっていないと、効率的かつ安

定的にプラントの稼働を支えてい

くことはできません。「モノからコ

トへ」は、体験価値重視の消費行

動を意味する標語ですが、エンジ

ニアリング業界をはじめ、産業界

全体のトレンド変化も包含する

象徴的な言葉だと言ってよいで

しょう。

私たちエンジニアリング業界として

も産業構造の変化に的確に対応

し、デジタルに関する知見と技術

を学び直し職務遂行能力の向上に

役立てる必要に迫られていると認

識しています。

伊吹：

デジタルやソフトウェアと言って

も、ただコードが書ければよいと

いう話ではなく、細部の設計変更

が 及 ぼ す 設 備 や 装 置 全 体 のパ

フォーマンスへの影響をロジックと

して構築する能力を身に付けるこ

とが大切だと伺っています。

デジタルツインにしても、シミュ

レーション技術にしても、現場に立

脚したものでなくては新たな価値

を生み出すことはできません。経済

産業省はいま航空機産業のモデル

ベース開発を支援していますが、イ

ンフラやプラントの領域では、エン

ジニアリング業界がデファクトを握

る、市場変革の担い手だと考えて

います。

石倭：

過分なお言葉をいただき恐 縮で

す。ご存じの通り、エンジニアリン

グ産業にもDXの波が押し寄せて

おり、AI や協働ロボットの導入促

進、ドローンの利用拡大など、デジ

タル化の裾野もかつてないほど拡

がってきました。人手不足や働き方

改革に対応するという見地からも、

DX が今後も一段と加速すること

は間違いありません。当協会は持

続可能なインフラやプラントを実

現するため、引き続きDXの取り組

みに注力してまいります。

伊吹：

DX は私たち中央省庁の仕事も大

きく変えようとしています。例えば

特許審査を例に取ると、かつては

専門の審査官が先行の研究を紙の

文献で参照しながら、申請内容に

新規性や進歩性があるか否かを判

断していました。現在では、システ

ムの方で、膨大な文献データの中

から情報技術を活用して参照すべ

き文献を提示してくれるなど、審査

の効率化・質の向上に貢献するよ

うになってきています。

また、これまで官庁や民間企業の

各部署に局所的に蓄積されていた

知見やノウハウが、AIやデジタル

技術の浸透により、広く社会に開

放されつつあります。

記念対談エンジニアリング協会設立45周年
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石倭：

エンジニアリング業界でも同様の

変化があります。品質管理や生産

効率の向上にデジタル技術の活用

が浸透していますし、近年は AIを

設計、つまりエンジニアリングその

ものに活用するケースも増加してい

ます。人間なら1か月を要する設計

業務もAIなら半日で完成させてし

まうわけですから、プロジェクトの

効率は飛躍的に高まり、同時に業

務品質も格段に向上します。官民を

問わず、DXの推進こそ、新しいビジ

ネスモデルの創出、新しい業務スタ

イルの浸透に寄与する必須の取り組

みと言えるのではないでしょうか。

伊吹：

プラント建設においても設計など、

設計管理の手法が変わってきてい

ますよね。

石倭：

よく日本のエンジニアリング会社

は、海外と比べて設計業務のデジ

タル活用が遅れていると言われて

きました。確かに請負者だけが頑

張っても効果は薄く、例えば下請け

工事業者や製造メーカーと協調し

て取り組んでいかないと難しい面

があり、この取り組みが後手に回っ

たことが反省されます。そういった

ことも解消され、今ではエンジニア

リングの仕事も変わってきているの

で、諸外国にキャッチアップしつつ、

さらにリスキリングというか、むしろ

アップスキリングして業務を高度化

させるために、各社がAI 導入など

の業務革新に取り組んでいます。

伊吹：

産業界全体として考えるとソフト

ウェアの付加価値が上がっている

記念対談エンジニアリング協会設立45周年

ことも見逃せません。プラントの稼

働を最適化させることや信頼性向

上のための効率的なメンテナンス

に加えて、ソフトウェアがプラント

の性能を左右するということもある

と思いますが。

石倭：

そうですね。まだ各社ともチャレンジ

の段階ですが、プラントのソフトウェ

アである制御系をアップグレードさ

せることで、操業やメンテナンスを効

率化する、生産能力を増強するなど、

様 な々取り組みが加速されています。

伊吹：

デジタルを日常的に軽 と々使いこな

すデジタルネイティブと言われる人

たちが、どんどん革新していくとも

聞いています。

石倭：

エンジニアリング産業が今後も持続

的に革新していくためには、そう

いった若い人達にどんどん入ってき

てもらえるような業界でなければい

けないと思っていますが、そのため

にはまず我々世代も一生懸命デジ

タル側に自分たちを変革していかな

ければいけないですね。

伊吹：

一言でいえば「データ活用」という

ことですが、今まで局所的に溜まっ

ていた様々なノウハウを解放すると

いうか、他へ 応用させることで、

我々も含めて競争力の源泉の一つ

になると思います。

石倭：

ありがとうございます。本日は、エ

ンジニアリング産業が直面している

様々な課題や経営テーマについて

伊吹局長から示唆に富んだご発言

をいただきました。局長のご指摘や

ご提言を今後の協会運営に活かし

ていきたいと思いますが、最後に、

エンジニアリング産業の可能性と当

協会の果たすべき使命について、コ

メントをいただけますでしょうか。

伊吹：

エンジニアリング協会に対する私

の期待を二つ申し上げたいと思い

ます。一つは、引き続きエンジニア

リング業界に所属する様々な企業

に今後の進むべき方向を指し示す

“羅針盤”としての役割を担ってい

ただきたいということです。協会は

各種のシンポジウムやセミナー等

の普及啓発活動に加え、インフラ

やプラントの海外展開を含めた未

来ビジョンを発信してこられまし

が、これからもGXやDXのあるべ

き姿を示しながら、我が国の発展

をリードしていただきたいと期待し

ています。

もう一つの期待は、エンジニアリン

グ産業の魅力を広く社会に向けて

訴求することにより、DX 関連やグ

ローバル関連など、業界と経済社

会の将来を担う有望な人材の確

保・育成に尽力していただきたい

ということです。人手不足が深刻

化する中ですが、エンジニアリング

は優秀な方が来てくれないと成り

立たないような高度で難しい仕事

である一方で、面白さとやりがいの

ある、そして社会に貢献できる仕

事だということをPRして、日本の

エンジニアリング産業が持続的に

発展することを期待します。

石倭：

伊吹局長がご教示くださった二つ

の期待にしっかりとお応えできるよ

う、エンジニアリング協会ならびに

会員企業の総力を挙げて邁進して

まいります。本日は貴重なお時間を

いただき、誠にありがとうございま

した。

DXによるビジネスモデルと
業務スタイルの変革を目指す

エンジニアリング産業は
継続して社会貢献を
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AIの進化やダイバーシティの浸透、 それにSDGsへの要求など
企業の在り方が根本から変わろうとしている。

エンジニアリングの明日を担う若手エンジニアたちは、 
現状をどのように捉え、 未来にどのような夢を描いているのか。

DXとダイバーシティについて、 明るく頼もしい議論が展開された。

黒岩（コーディネータ）：
JFEエンジニアリングの人事部ダイバー
シティ推進室長を務めている黒岩と
申します。本日は、お集まりいただき 
ありがとうございます。エンジニアリ
ング産業の現況と今後の展望につい
て、若手エンジニアの皆さんから忌
憚のないご意見をお聞かせいただけ
ればと思っています。はじめに自己
紹介をお願いできますでしょうか。

グエン：
山九で海外プロジェクト部に所属する
グエンと申します。出身はベトナム北
部で、ハノイ建設大学で土木工学を専
攻したあと、2016年に山九に入社しま
した。現在は海外プロジェクトの管理

のほか、大気中のCO2回収に関する
研究開発プロジェクトでエンジニア
リングを担当しています。個人的に
は、DXなどの先端テクノロジーに関
心があり、特にAIは業務改革のツー
ルとしてだけでなく、趣味の対象とし
ても興味深いテクノロジーです。1歳
7か月の娘がいるのですが、AIと子育
てには多くの共通点があるように感
じています。AIはまだ発展の過渡期
で、自分の子どもにいろいろなことを
教えるように、AIの進化に向けた取
り組みを実践しているところです。

寺田：
日揮コーポレートソリューションズの
寺田と申します。中学から大学卒業ま

でをアメリカで過ごし、大学では化学
工学を学び、2013年に日揮（現日揮ホー
ルディングス）に入社しました。6年間、
プロセスエンジニアの仕事に従事した
後、社内のローテーション制度をきっ
かけに人財部へ異動し、現在は人財の
開発と育成に携わっています。近年、 
日揮グループでもデジタル化の動きが
加速している中で、社員のDX/IT教
育に携わっています。また、社員が自
分らしくいきいきと働くための施策を考
えるなど、ダイバーシティ推進にも 
携わっているので、本日のテーマは興味
深く、この会を楽しみにしていました。

野口：
大成建設の野口です。大学では建設

コーディネータ 出席者

特別座談会

DXとダイバーシティ
〜エンジニアリングの未来に向けて

エンジニアリング協会
設立45周年

特 別 座 談 会

黒岩 綾子 （くろいわ あやこ）

JFEエンジニアリング株式会社
人事部 ダイバーシティ推進室長

グエン タイン チュン 

山九株式会社
プラント・エンジニアリング事業本部

エンジニアリング＆メンテナンス事業部 
海外プロジェクト部 プロジェクト第一グループ

［2016年入社］

寺田 唯 （てらだ ゆい）

日揮コーポレートソリューションズ株式会社
人財部  人財・組織開発チーム

［2013年入社］

牧 恵理加 （まき えりか）

三菱ケミカルエンジニアリング株式会社
技術本部プロセスエンジニアリング部

プロセス設計グループ
［2016年入社］

野口 雄史 （のぐち ゆうじ）

大成建設株式会社
エンジニアリング本部 シニアエンジニア

［2014年入社］
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学科海洋空間システムデザインを専
攻し、2014年に大成建設に入社しま
した。入社後、一貫して医薬品施設
の設計・施工・試運転業務に携わっ
てきました。現在は医薬品施設第四
プロジェクト室に所属してバイオ医
薬品工場建設PJに従事しています。
私生活ではこの3月に4人目の子ど
もが生まれる予定です。今日は仕事
と育児の両立について貴重なお話が
聞けるのではないかと期待して来ま
した。

牧：
三菱ケミカルエンジニアリングの牧と
申します。技術本部プロセスエンジ
ニアリング部のプロセス設計グルー
プに在籍しています。大学では化学
工学を専攻し、2016年に三菱ケミカ
ルエンジニアリングに入社しました。
入社後、配属された四日市では主に
石油化学系プラント機器の設計に携
わり、2019年に本社に異動して以降
は、メディカル分野の化工検討も手
掛けるようになりました。現在は、
２歳の子どもを育てながらの勤務
で、出社の際は時短で、在宅ではフ
ルタイムで仕事をしています。グ
ループ内の働き方改革の取り組みの
サブリーダーとして、心理的安全性
に配慮した関係づくりにも取り組ん
でいます。

黒岩：
皆さんの人柄が伺える自己紹介をい
ただき、ありがとうございました。で
は早速、本題に入っていきたいと思い
ます。今回の座談会では「DXとダイ
バーシティ〜エンジニアリングの未
来に向けて」を討論テーマとして設定
しました。このうちまずはダイバー
シティについて、皆さんの課題認識
や思いをお聞かせいただけますか。

寺田：
日揮グループでは国境を超えた社員
の相互交流が活発化していることも
あり、比較的、多様性のある就労環
境が形成されていると感じます。当
社グループではインクルージョン＆ダ
イバーシティ（I&D）という言い方を
していて、社員がそれぞれの経験や
能力を認め合い、一体感を持って働
くことのできる企業風土の醸成を目
指しています。このようなインクルー
ジョンの取り組みを促進していくこと
で、全ての社員がその個性を存分に
発揮し、自分らしく働くことができ、
それが結果としてイノベーション創出
や会社の成長に繋がっていく。我々
はそうした人と組織の在り方こそ 

I&Dだと捉えています。この考えの
もと、当社グループではI&D分科会
を設置し、I&Dの取り組みを推進し
ています。
ダイバーシティに関してですが、米国
に住んでいた時は、多様な人がいて
当たり前の環境で、お互いが本音で
話しているように感じていました。日
本に帰国してからは、もっと本音で
意見を言い合えたらよいのに、と
ギャップを感じる瞬間も多かったで
すが、これは日本のカルチャーだと捉
えています。ただ、今こうした形でダ
イバーシティ推進が前面に出てくる
ようになり、本音で話しやすい環境
へと変わってきていると感じます。

黒岩：
昨今、我が国でも「心理的安全性」
の概念が徐々に浸透してきました。
日本はもともと言わなくても分かる
というハイコンテクストな文化のた
め、忖度や遠慮によって自分の意見
を表明しないことが一種の美徳とさ
れてきたところもあるように思いま
す。しかし、ダイバーシティの進展に
伴って、自分の考えを率直に述べて
も不利な扱いを受けないという心理
的安全性が活力ある組織の創生に不
可欠であるとの認識が一般化してき
たことは、大きな進歩であり、次代
の組織づくりへの重要なステップで
はないでしょうか。

グエン：
山九に入社したばかりの頃は、社員
の中に課題や問題を議論によって解
決しようという姿勢が見られないこ
とに多少の違和感を覚えましたが、
それも以心伝心を旨とする日本社会
の一断面だと納得しつつあります。
最近は外国籍社員の採用拡大や女性

の活躍支援など、多くの企業がダイ
バーシティの取り組みを推進してい
ます。しかし外形的なダイバーシ
ティ以上に大切なことは、社員が相
互に個人性を尊重すること、そして
経営陣も様々な意見に耳を傾け、経
営目標の達成に活かしていくインク
ルージョンの理念を堅持していくこ
とだと考えています。

野口：
個人の属性や経験、信念の多様性を
尊重することと組織の共通目標に向
けて社員の力を結集していくこと、
双方のバランスをどのように取って
いくかがダイバーシティにおける重
要課題だと感じています。ここ数年、
後輩や部下を指導する立場に移行す
る中で、各人の思いをくみ取りつつ、
組織の目的を達成するためにどのよ
うな判断を下すべきか、迷う局面が
多くなりました。グエンさんが指摘
された通り、外国籍社員や女性社員
の拡充など、ダイバーシティの主要
指標を充足させることも大切ですが、
多様性への配慮が企業価値をどのよ
うに高めていくかという視点も意識
すべきだと、感じています。

牧：
三菱ケミカルエンジニアリングは早
くから働き方改革に注力していて、
働きやすい職場環境を構築すると
いう観点から、様々な属性や背景を
持つ社員の個性尊重や活躍支援に
取り組んできています。当社では
子どもを持つ女性も普通に働いてい
ますので、職務上、ことさら女性で
あることを意識する局面はありませ
ん。ただ、日々の業務の中で女性と
しての意見を求められる機会は多い
ので、社内だけでなく業界としても

エンジニアリング会社に
おけるダイバーシティ

女性はまだ少なく、増やしていきた
いという思いを感じます。また、一
昨年育休を取って、平日の昼間の子
ども連れは女性ばかりということ
に気付き、世間では思ったよりも多
様性がないと感じました。

黒岩：
JFEエンジニアリングも、女性管理
職比率をKPIに設定し、ダイバーシ
ティ推進の取り組み当初から女性の
活躍支援を重点的に行ってきまし
た。そのため、ダイバーシティ＝女性
活躍推進のイメージを強く持たれが
ちなところもあると思います。しか
し、ダイバーシティとは女性やマイ
ノリティだけが輝くための取り組み
というわけではありません。性別や
国籍などのカテゴリーにとらわれ
ず、全ての社員の異なる経験と価値
観、そうした一人ひとりの多様な個
性を尊重し、円滑な業務運営と企業
価値の向上に結実させていくこと、
それがダイバーシティの本質であり、
果たすべき使命だと考えています。

グエン：
エンジニアリングの仕事に引き寄せ
て考えると、プロジェクトの進捗状
況によってダイバーシティが必要な
フェーズがあれば、統一性が求めら
れるフェーズもあるというのが私の
基本認識です。両者をしっかり識別
しないとプロジェクトは円滑に進行
しません。フィージビリティスタ
ディ、FEED、ならびにエンジニアリ
ング設計では、多様な立場と視点か

ら検討を行うことが不可欠ですが、
EPCのC（建設）になると、決定済み
の予算と日程のもとで事業を完結さ
せる必要があります。参加者全員が
一体となって業務に邁進しないと、
プロジェクトマネージャーは事業をコ
ントロールできず、最悪の場合、組
織が破綻するでしょう。エンジニア
リングにおけるダイバーシティは、
完全な多様性と完全な統一性の間
で、ケースバイケースで調整するも
のだと受け止めています。

黒岩：
均質で優秀な人材があったからこ
そ、これまで日本の製造業が発展で
きたという側面もあると思います。
多様な個性や価値観を尊重すること
はどんな場面でも大切なことだと思
いますが、社会課題、経営課題を解
決に導く上で、ダイバーシティ推進の
在り方については使い分けが必要な
のかもしれませんね。ここまで皆さ
んのお話を聞いてきて、ダイバーシ
ティとの出会いや捉え方がそれぞれ
違っていることに新鮮な驚きを感じ
ています。学生から社会人になり、
実務経験を重ねていく中で、ダイ
バーシティに対する会社や業界の取
り組み姿勢に何か感じるところはあ
るでしょうか。

グエン：
世界の企業社会において新たなイノ
ベーションが創出されにくくなった
ことが一部識者から指摘されて 
います。しかし、イノベーションの衰
退を抑止するために私たちは何をす
べきか、そうした議論が積極的に行
われているようには見えません。真
のダイバーシティとは、国籍や肌の
色、性別の問題ではなく、異なる属性

ダイバーシティの本質
〜多様性がもたらすもの
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と個性を持った多様な人材が、様々
な社会課題について自由に発言し、
真摯な討論を交わすことによって、
より良い企業、より良い社会の実現
を目指していくことだと思います。
組織や地域社会の中に自由にアイデ
アを交換できる風土を形成していけ
ば、人は狭い世界に閉じこもること
なく、革新的なイノベーションを創
造できるのではないでしょうか。

野口：
大成建設はこれまで、男性の育休
100％取得など、ダイバーシティの進
展に向けたルール整備に力を注ぎ、
一定の成果を残してきました。しか
し、制度やルールをハードとすると、
一方のソフト、つまり従業員の心はい
まだ旧い固定観念や習慣に縛られて
いるように思います。私は学生時代
にアメリカンフットボールをやってい
たのですが、思うようにできない時は

「オーバーアジャスト」を合言葉にして
いました。オーバーアジャストは過剰
な調整、つまりタックルが高いと指摘
されたら、低すぎるくらいの位置で
タックルするということです。ダイ
バーシティにおいても、多様性を担保
するためのルールを高く掲げ、過剰
なくらいの対応を繰り返すことで目
標達成を目指していくことが有効な
のかなと思います。

牧：
ダイバーシティにおける男女差につ
いては、女性が育児で時短勤務を利
用するケースが多いのに対し、男性

社員にはまだまだハードルが高いよ
うに感じます。フレックスタイムを活
用して育児に参加したり、育休を取
得したりする男性社員も徐々に増え
てきていますが、男女の格差が十分
に解消されているとは言えません。
また仕事の内容も、女性は将来子育
てが控えているという考えからシ
ミュレーターを扱う業務が多い傾向
がある気がします。キャリアが浅い
段階では、会社が社員の進路を想定
し、導いていくことも必要でしょう
が、キャリアを性別で判断していて
は、一向に性差は埋まりません。私
たち社員一人ひとりの希望や適性に
よって、人材の適正配置を実現して
いくことが重要だと感じています。

寺田：
男性はこうした仕事、女性はこうし
た仕事という固定観念が柔軟な進路
選択を阻害している面があるかもし
れません。自分の過去を振り返って
も、子どもの頃に理系的なもの、エン
ジニアリング的なものに触れる機会
は多くありませんでした。一方、男の
子は小さい頃からクルマやロボット
などメカ的なものに触れることが多
く、その出発地点の差がアンコンシャ
ス・バイアスの形成に繋がっている
可能性はないでしょうか。子育てや
教育の初期段階で、性別にとらわれ
ない工夫をしていけば、エンジニア
リングに関心を持つ女性が増加し、
私たちの職場に入ってくる女性も増
えるのではないかと思います。

黒岩：
結局はみんなの無意識が形になって
しまっているわけですね。例えば、お
もちゃ売り場が男の子用、女の子用
に分かれているとか、学校でも理系

のクラスは男子が多いのが普通、な
ど、私たちがそういうものだと思い込
んでしまっている男女の区分けがア
ンコンシャス・バイアスとして作用し、
次世代の子どもたちに影響を与え、次
第にものの見方や嗜好に性差を生じ
させてしまっているのかもしれません。

黒岩：
ダイバーシティから子育てまで、様々 
な方向に議論が進展し、興味深い話
をいろいろと伺うことができまし
た。ではここから、本日のもう一つ
のテーマであるDX（デジタルトラン
スフォーメーション）に話題を移した
いと思います。皆さんはDXに関係
する専門部署に在籍されているわけ
ではありませんが、日々の職務を遂
行していく上でデジタル化やAIの
活用は避けて通れない命題だと思い
ます。DXに対する考え方や取り組
みをお話しいただけますか。

寺田：
日揮グループでは2018年にITグラ
ンドプランを策定し、AI設計や3D
プリンタを活用した自動化・効率化
をはじめ、様々なデジタル技術の導
入に挑戦しています。これらを推進
するために複数のDX/IT関連部門
が存在し、デジタルによる変革を
リードしています。また、部署や個々
のレベルでもデジタル技術を用いた
業務の効率化を行っているケースが
多々あります。このようにデジタル
人財が社内に増える一方、真のDX

を進めるには、全社員を巻き込む
必要があると考えています。方法論
についてはこれまで何度も議論して
きましたが、まだ明確な結論は出て
いません。DXへの理解度やスキル
は個人によって異なり、業務に必要
なツールも様々で、全員に同じこと
を求めるのは現実的ではなく、教育
も難しいと感じます。しかし、そこ
で諦めるのではなく、それぞれが
デジタル技術に興味を持ち、可能性
を見出し、積極的に活用するきっか
けを提供することが重要だと思い、
DX教育に取り組んでいます。

野口：
私は今、バイオ医薬品工場の設計・
施工業務にプロジェクトリーダーと
して関わっているのですが、現場で
施工する過程で、どうしても設計図
通りにいかないケースやイメージし
ていたものと違うケースが出てきて
しまいます。そこで、あらかじめデ
ジタルツールを使用して仮想空間で
建物を建てておけば、イメージの相
違がない状態で設計を終えることが
でき、それを利用してより精度の高
い図面、施工計画を立案することで
大幅な時間短縮が実現できるのでは
ないかと思います。エンジニアリン
グ業界の課題を考えると、エンジニ
アリングとDXは非常に相性が良い
と感じています。

牧：
三菱ケミカルエンジニアリングでは、
全社的なDX戦略のもと、各部署が
デジタル化の取り組みを推進してい
ます。私の部署でも、フロントロー
ディングをキーワードに、設計業務
のデジタル化や3Dを活用した空間
設計に取り組んでいます。従来は施

工段階でないと気付かなかった不具
合や干渉も3D設計を行うことで、設
計段階で解決できるようになりまし
た。さらに、3Dで可視化することで
顧客にもその姿が分かりやすくなり
認識の共有化を図ることができます。
また、業務のDX化は実際に業務を
する社員からのアイデアが重要だと
思います。当社ではDXに関するアイ
デアがある社員なら誰でもMicrosoft 
Teamsを通じて参加できる「DX井戸
ばた会議」が運営されており、他部署
のDX担当者と意見交換する場とし
て活用され、個人個人のDX化の意
識向上に繋がっています。

グエン：　
将来的には、DXの推進など、AIの
時代は間違いなく来ると思います。
エンジニアリング領域でDXの定着
を図るためには、その運用基盤であ
るデータベースを完備する必要があ
ります。過去の工事の工数や資材数
をデジタルデータとして蓄積してお
けば、以前の類似案件を参照するこ
とで新規見積を容易に作成すること
ができますし、見積業務の完全自動
化も夢ではありません。また、設備の
保守・保全履歴をデータ化すること

で、メンテナンス提案の最適化を図る
ことができます。山九は今システム
の全体像を見据えつつ、データベー
スの構築・整備に取り組んでいます。
エンジニアリングに限らず、現代の産
業はAIやITの助けなしにその使命
を全うすることはできません。データ
サイエンティストなどの専門家が企業
戦略の策定と実行において、重要な
役割を担うようになってきました。
私も今後10年、20年を生き残るため
には、新たなスキルと知見を身に付
けていく必要性を感じています。

黒岩：
ものづくりやEPCの世界では今、
AI設計が一般化するとともに、指定
条件に合わせてAIが複数の製品デ
ザインを自動生成するジェネレー
ティブデザインが実用化されつつあ
ると聞いています。そのあたりの有
効性と可能性をどう見ていらっしゃ
いますか。

戦略的なDXで
エンジニアリングを
変革する

DXの限界と可能性
〜ひととAIの

良好な関係とは
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グエン：
Text-to -3Dという先端技術をご存じ
でしょうか。テキストから 3D オブ
ジェクトを自動生成するAIで、すで
に多くの企業が実用モデルをリリー
スしています。例えば「面白いネズ
ミを出して」と入力すると、3Dのネ
ズミが画面に登場するわけです。3D
プリンタと接続すれば、小さなネズ
ミが手に入る。もちろん、これはお遊
びにすぎませんが、さらなる機能強
化を図ることで、将来的にはプラント
エンジニアリングのEPCにも応用可
能になるでしょう。図面作成の自動
化も視野に入ってくるはずです。

牧：
機器の設計や図面の作成など、ある
程度決まった形式のあるものはAI
の得意とするところだと思うので、
技術が確立すれば設計の現場に一気
に浸透し、人力を駆逐していくと思
います。熱交換器の設計において
も、交換熱量や圧力損失などの前提
条件を与えると、それに適合した設
計結果を提示してくれる技術がすで
に実用化されています。それにAIを
組み合わせれば、必ずしも数値化さ
れていない内容も考慮してより良い
提案が出てくるといった期待ができ
ると思います。

グエン：
ただ、設計業務の完全なAI化は今後
も難しいのではないでしょうか。私
たちエンジニアリング業界の人間は

「責任」という言葉を大切にしていま
す。AIが設計したので当社のエンジ
ニアに責任はないという言い訳は通
用しないので、AIを理解し、適切に運
用する人間の存在が不可欠でしょう。
また最近新しいプロジェクト管理 

手法としてAWP（Advanced Work 
Packaging）の導入がうたわれていま
すが、こういったシステムは、プライ
ムコントラクターだけで導入してもあ
まり効果的ではないですよね。工事
に参画する協力会社などパートナー
との緊密な連携と情報共有がなけれ
ば、AWPは本来の効力を発揮できま
せん。その連携を阻害するのは、単
に人の問題なのか？システムの問題
なのか？運用面の問題なのか？今
後、DXを促進するための一つの課
題として取り組む必要があると思い
ます。

寺田：
AIについて、プライベートな話で恐
縮ですが、先日妹の誕生日プレゼン
トを何にするか迷っていた際に、夫
から「ChatGPTに聞いてみれば？ 最
近の若い子は当たり前のように使っ
ているらしいよ」と言われました。そ
の時、何でもAIに相談すると判断力
が低下するのではないかと感じたの
ですが、「AIはただ選択肢を提示する
だけで、最終的な意思決定は人間が
行うのだから、意思決定能力が低下
するわけではない」と指摘されまし
た。AIを上手く活用することで、よ
り正確かつ精度の高い選択が可能に
なり、それは仕事にも十分活かせる
ことだと改めて気付かされました。
当社でも最近社内版ChatGPTが導入
されたのですが、仕事のアイデア出し
や文章の校正に活用しています。

黒岩：
AIとどう向き合い有効活用していく
のか、皆さんの熱い思いを伺うこと
ができました。では、企業がDXをさ
らに進展させるために取り組むべき
ことは何だとお考えでしょうか。

野口：
DXはそれ自体が目的ではなく、業務
を効率化し企業価値を高める手段で
すので、日々の業務をこなしながら、
DXにも挑戦することが大事だと考え
ています。私は設計を行い、現場にも
行くというルーティンを繰り返して
いますが、その中でデジタル化やAI
活用の可能性にも常に注意を払うよ
う努めています。定常的に決まって
いる流れの中を走りながらDXの促
進にも留意していく、そうした姿勢を
保つことが大切だと感じています。

グエン：
デジタルツールを開発している企業
や、その導入を計画している企業の
取り組み姿勢も問われていると思い
ます。DXとは何かを正確に理解し
ていない経営者がいまだ多いのが日
本企業の現状ではないでしょうか。
また、AIや最先端のシステムを導入
すると、製品やサービスのコストが
嵩むことは避けられませんが、上昇
分をエンドユーザーに転嫁するのは
本当に正しいことなのか改めて議論
する必要があると感じています。米
国企業が行っているように、ツール
やシステムを市場投入する際、最初
は無料にして、その後、客先で有用
性が確認された時点で有料化すると
いう方法も考えられます。

黒岩：
個々人は思いを持つこと、会社はそ
の環境を作ること、非常に大事です
ね。それでは最後に、ダイバーシ

ティとDXの今後の展望、あるいは
エンジニアリング協会に対する期待
や要望について、一言ずつコメント
をいただけますでしょうか。

グエン：
ダイバーシティとDXは、いまや日
本全体の課題となってきました。企
業や個人の努力には限界がありま
す。政府の後押し政策や学校教育に
おけるカリキュラムの見直しなど、
官民一体となった取り組みが求めら
れています。エンジニアリング協会
の皆さんにも、業界全体のダイバー
シティやDXの進展をリードしてい
ただきたいと希望しています。

牧：
ダイバーシティとDX、二つは切って
も切れない関係だと感じています。
例えば国籍の異なる人たちが一緒に
働く場合、AIの翻訳機能が役立ちま
すし、子育てや介護をしながら働い
ていて、短時間で成果を上げなけれ
ばならないときには、DXで業務を
効率化していくことが必要です。こ

れらを実現するには、両者を並行し
て進めていくことが必須と言えるの
ではないでしょうか。そのためには、
企業や業界がダイバーシティやDXに
ついて考える場を用意し続けること
が大事だと考えています。

野口：
少子高齢化を主因とする人材不足へ
の対応は、エンジニアリング業界で
も喫緊の問題となっています。業界
や会社が今後も順調な成長を続けて
いくためには、働きやすい環境づく
りを通じて社員のモチベーションを
高めていくことが大切ですし、若い
人たちがそこで働きたいと思うよう
な魅力的な企業風土の形成も大切な
取り組みだと考えています。私は業
界で働く企業人として、その一翼を
担っていきたいと考えています。

寺田：
変化が激しいこの時代において、企業
が新たな価値を創出・発揮していく
ためには、多様な人財がそれぞれの 
アイデアを出し合って会社の新たな

基軸を作っていくことが欠かせませ
ん。ダイバーシティやDXはそうした取
り組みの原動力だと信じています。
私もダイバーシティの理念を大切にし
ながら、最先端のIT技術、AI技術を
業務に取り入れていくことが大事な
のだということを改めて感じました。

黒岩：
本日は、エンジニアリング業界の将来
を担う皆さんの多様な意見・提言を
伺い、ダイバーシティとDXが個別企
業だけでなく、業界ひいては日本社会
全体の重要課題であることを改めて
認識できました。またエンジニアリン
グ協会は、ダイバーシティとDXを業
界に浸透させ、その実効性を向上させ
ていくためのハブであり、そのプラット
フォームとして引き続き業界全体を
リードしていただくことを私も強く期待
しています。私自身も皆さんの熱い思
いを受け、エンジニアリング産業のさ
らなる発展に微力ながらも貢献して
いきたいと決意しました。本日はお
忙しい中、特別座談会にご出席いた
だきありがとうございました。

エンジニアリングの
未来を切り拓くために

特 別 座 談 会
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社会実装化が進む
日本のロボット技術
〜リアルハプティクスが人手不足を救う未来

−大西先生は、ハプティクス技術の先駆者として、そ

の研究開発と産業分野への社会実装を牽引してこられま

した。はじめに、ハプティクスとはどのような技術なの

か、簡単にご説明してください。

ハプティクスという言葉は1940年代から使われてき

ました。人と人が直接触れ合うこと、ハグする、握手を

する、頭をなでるといったことで、言葉を介さずに感情

やメッセージが伝わることを意味しており、ギリシャ語

のハプティコスという言葉に由来しています。ロボット

元年と呼ばれる1980年頃から、力触覚を工学的に伝達

する技術としても捉えられるようになり、多くの研究者

がロボット工学の最先端分野としてハプティクス研究に

参入することとなりました。

ご存じのように、外科手術支援ロボットが一部の手術に

使われるようになってきました。緊急時の遠隔手術の必

要性から20世紀終わり頃に米国等で開発が進められ

たものです。様々なタイプのものが市販されていますが、

どのロボットも内視鏡による視覚は確保されているもの

の触知覚を術者に伝える機能はありません。そのため、全

ての部位の外科手術に適用されるわけではありません。

そうした中、銀座の和光ホールで2001年に開催された

「福沢諭吉没後100年記念展」に力触覚を伝える装置を

出品したところ、それを見てこれまでの外科手術支援

ロボットの欠点を解消する示唆を得た慶應義塾大学医学

部からお声がかかり、鉗子に力触覚をつけて遠隔操作す

るというプロジェクトを立ち上げることになりました。開

発は順調に進み、半年後にはロボット鉗子が触れた感覚

を正確に医師の指先に伝えること、同時に医師が指先に

力を込めた感覚をロボット鉗子がそのまま再現することを

可能とする技術を完成させ内視鏡外科手術に適用できる

目処を立てることができ、これを契機に医療用ロボット

に力触覚を応用する研究が加速されたと思います。

また、この時に様々な技術への活用を目指して、この

技術をパッケージ化して「リアルハプティクス」と名付け

ました。

リアルハプティクスが様々な社会課題を解決へ

記憶をつかさどる小脳の働きをヒントに技術を体系化

少子高齢化に伴う人材不足、労働力不足を背景に、我が国の

産業界ではAIやロボットを駆使した省力化と生産性向上

の取り組みが加速される中、従来のロボットと違う「“人”に

しかできない壁を超える」挑戦を続けているハプティクス研

究の先駆者である慶應義塾大学ハプティクス研究センター

の大西公平特任教授をゲストにお招きし、ハプティクス技術

の現状と可能性についてお話しいただいた。

45周年特別インタビュー
エンジニアリング協会

−医療現場に革命を起こす開発がわずか半年で

成し遂げられたのは驚きです。開発を成功に導いた

ポイントは何だったのでしょうか。

人が簡単に行える動作をロボットで行わせようとすると

大きな壁にぶつかります。人間というのは、例えば物に

触って何かを掴んだ瞬間に力を制御しているかというと、

実はしていないのです。掴もうという意思に従って掴みに

いくのですけれども、掴む瞬間の力は意識的にコントロール 

していないのです。人の運動は小脳が支配しているという

のはもうだいぶ前から分かってはいたのですが、ではどの

ようにコントロールされているのかは分かっていなかった。

実は、人が何かを触った瞬間に掴むために必要な力を

出す仕組みというのは、力や速度を計算したり論理的な

プロセスを経たりしているのではなくて、過去の人間の

持っている記憶を使っています。「こういう柔らかさだとつ

ぶれちゃう」、「こういう堅さだったらしっかり持たなきゃい

けない」、というのは掴んだ瞬間に人間が過去の記憶を

持ってきているのです。この「過去」の記憶には、例えば、

これは柔らかい物だから優しく触る、強く握るとつぶれて

1980年東京大学大学院工学系研究科博士課程
修了。慶應義塾大学新川崎先端研究教育連携
スクエア特任教授、慶應義塾大学名誉教授。
専門は電気電子工学。モーションコントロール、ロ
ボティクス、ハプティクス研究の第一人者である。

大
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慶應義塾大学
ハプティクス研究センター センター長
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拡大を続けるリアルハプティクスの適用範囲

しまう、というような微妙な力加減も含まれています。

自動化というのは、実は人間が無意識のうちに記憶と

して持っているこのようなスキルを再現することなのです。

人は、勘とかコツを出せと言われても出すことはできない。

ただ、私たちはこのような動作を記録して残すことはでき

る。ですから、私たちはロボットに人間の動作をさせるた

めに、まずロボットに力触覚を持たせた上で人間の動作

データを取っておいて、その人間の動作の記録をロボット

が使えるようにすれば、ロボットは人間と全く同じような

日本の国際競争力を高める切り札に

45周年特別インタビュー

エン ジニアリング 協 会

動きをすることができるようになるという理屈なのです。

重要な点が二つあって、一つは、例えばロボットにモ

ノを掴ませる場合であれば、そのロボットがモノを掴ん

だ瞬間に非常に素早くそのロボットに力触角を持たせ

る必要があるということ、そしてもう一つは一人ひとり異

なる力触覚を数値化できるようにすること。これが２年

前にやっとできて、それを使って初めてロボットと人間

の間の力触覚を通じたコミュニケーションができるよう

になったわけなのです。

−大西先生が開発された新しいハプティクス技術は、

どのようなかたちで実際の産業・社会で活かされている

のでしょうか。

私たちの研究は医療用ロボットからスタートしたので

すが、開発を進めていく中で、様々な産業分野で利用可

能ではないかと考えるようになりました。

プラントで最初の案件は、日鉄エンジニアリング株式

会社と共同で取り組んだごみ焼却炉の溶融炉出口に

こびりつく付着物の除去作業への適用でした（エンジ

ニアリング協会 2022年度功労者表彰エンジニアリン

グ奨励特別賞授賞プロジェクト）。

廃棄物発電施設のガス化溶融炉では、廃棄物が高温

で溶融処理された後、溶融スラグとして溶融炉下部の出

湯口から排出されます。溶融スラグの性状変化により出

湯口に凝固・付着することがあり、除去するためには炉

前の高温環境下で消防士のような耐火服を着用して重

い鋼の棒を突く作業で、付着物の粘り気や硬さに応じて

力加減を変え、かつ溶融炉本体を傷つけないように除

去する熟練の勘とコツが求められますが、従来は現場作

業員にしかできなかった作業をハプティクス機能を持た

せたロボットで遠隔操作することを可能にし、過酷な作

業から人を解放することができました。

また、トンネルの掘削工事にもハプティクス技術が応

用されています。崩落のリスクがある場所で、削岩機で

穴を開けて火薬を充填し結線するという危険かつ熟練

の勘とコツを求められる作業において、ロボットによる

遠隔操作とすることで熟練作業者を危険な作業から解

放することができました。

その他、農業分野でもハプティクス技術が活用されてい

る事例があります。「選果」と呼ばれる果物の選別作業で

は、収穫繁忙期には、農家の皆さんは昼間に摘果してか

らその日の夜までに選果を終わらせなければならず、昼夜

隔てなく長時間連続の辛い作業となります。しかも腐った

果実は上手に掴まないと腐った果汁が飛び散って周りの

果実が腐ってしまうので、デリケートさを要求される熟練

作業です。今までは真空吸着式のロボットで対応していた

のですが、真空吸着だと傷んだ果実の上半分が取れて下

半分が残ってしまうケースが出てきます。ハプティクスを

応用したロボットで農家の皆さんの熟練した掴み方を覚え

させて、腐った果汁を周囲に飛び散らすことなく、しかも

高速に選果する装置を実用化しています。他にも様々な布

地の伸び易さ、柔らかさ、摩擦などを数値化して縫製作業

の自動化を実現し生産性を向上させることができました。

袋状食品包装の空気漏れ判定システムでは、リアルハプ

ティクスと MR（複合現実）を組み合わせて人の感覚に依

存した作業での検査精度のバラつきという課題を克服す

るなど、リアルハプティクスの活用は拡がっています。

−日本の産業界は今、生産労働力の減少という社会

課題に対処する方策の一つとして、ロボットの導入拡大

に取り組んでいます。

ロボットを人の代替という観点で考えると、従来型ロ

ボットが得意とする単調で辛い作業、しかも繰り返して

同じことを正確に行う作業の代替としてはロボット導入

が進むでしょう。しかしながら、先ほどお話しした通り、

人が単調と感じるような作業でもロボットに代替させる

ことが困難な作業はまだまだ多くあります。

従来型ロボットによる生産工程の自動化はすでに限

界を迎えています。若い人を中心として辛い作業現場、

しかも同じことの繰り返し、単純作業を忌避する傾向が

強まってきており、生産現場では人手不足にもかかわら

ず、職を探している若者がいるというように人材の需要

と供給にミスマッチが生じて、結果として製造業の労働

生産性がどんどん下がり、日本の国際競争力に陰りが

指先の力触覚を装置に伝える実験

見えるようになりました。

こうした現状を打開するにはどうしたらいいのか。私

たちは、これまで人間のスキルに依存していた領域に力

触覚を備えたロボット、勘やコツに頼っていた作業をハ

プティクス搭載のロボットに代行させることができれば、

担い手のいなくなった作業を取り戻せると考えています。

その上で、ロボットと人間の協働体制を再構築させるこ

とができれば、落ち込んだ競争優位性を取り戻すことが

できるのではないか？また、その先には、人の動作のス

キルの部分を数値化した力触覚をリアルハプティクスを

搭載したロボットの導入シミュレーションを行う VR（仮

想現実）や MR（複合現実）空間で「編集」して利用で

きるようにまでなれば、製造業の生産システムを根本か

ら革新させ、日本が世界に負けない産業競争力を持つ

ための切り札になると信じて、さらなる機能拡張、社会

実装化に向けて取り組んでいます。
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−なるほど、ただ最先端のロボットとなると価格面は

どうでしょう？今後の普及にも影響が出ると思いますが。

日本の総人口は2050年に 1 億人を切り、その時点

で、介護・看護を含めると約3,000万人規模の労働力

が不足すると言われています。極論すると3,000万台の

ロボット需要があるということです。ちょうど現在の日

本の軽自動車の台数に相当しますから、軽自動車と同じ

くらいの価格であれば、「一家に一台」の感覚でロボット

が稼働している社会をイメージできます。

価格については十分にクリアできると考えています。

今のロボットはとても精度が高く頑丈なものですが、実

はリアルハプティクスを搭載するロボットにそこまでの

精度や強度は必要ありません。力触覚を持たせるのに、

例えば特別な機器やセンサーを追加する必要はなく、

触れた感覚、掴んだ感覚が伝達できれば機能的には十

分なので、コストは下げられます。

将来的には、軽自動車を購入するのと同じ感覚でリア

ルハプティクスを搭載したロボットを購入することがで

き、しかも量産も可能になると考えています。そこに各

企業が保有する熟練技術者のスキルを入れて、そのデー

タの守秘性を担保して適切に管理さえすれば、健全な

競争力が維持されるというシナリオです。

−リアルハプティクスのさらなる浸透に向けて、取り

組むべき課題やテーマはございますか。

課題は二つあると考えています。一つは、私たち国民

の一人ひとりが価値観の転換を図ることです。熟練作

業者のスキルをロボットに代替させるというと、人の職

を奪うのではないかという懸念は、今でも多く聞かれま

す。しかし私たちが目指しているのは、熟練スキル、コ

ツや微妙な力加減が求められる一方、危険だったり作業

環境が辛く厳しいような作業をロボットに代行させること

です。それによって作業効率を高めるだけでなく、貴重な

人材を他の創造的な業務に振り向けることも可能にな

る。また熟練の技能者が次々に退職していく中で、その技

能を動作データベースという貴重な財産として次代に継

承していくことにも繋がります。リアルハプティクスは人と

低価格ロボットが産業と暮らしを変革する

より豊かで快適な社会を目指してリアルハプティクスの可能性を追求

ロボットの新たな関係を創り出し、企業の成長を支える経

営資源を生み出すものだと言えるでしょう。

もう一つは、リアルハプティクスの有用性と可能性

を広く社会に発信していくことです。私たちはよく「百

聞は一触に如かず」と言うのですが、ハプティクスと

は力触覚を定量化することだと説明しても、一般の方

はもちろん、機械工学やロボット工学を専門とされて

いる方でも、その仕組みを体感することは容易ではあ

りません。ハプティクス技術を理解していただくには、

実際にその技術を搭載したロボットを操作していただ

くのが一番です。様々な産業で活躍されている方々に

リアルハプティクス技術に直接触れていただく機会を

増やすことに加え、様々なメディアで実例などを取り

上げていただき、その無限の可能性を多くの人たちと

共有していきたいと考えています。

−リアルハプティクスが人の働き方も変える可能性

がありますね。最後に、大西先生の今後に向けた抱負

と、エンジニアリング協会に対する期待をお聞かせくだ

さい。

エンジニアリングの現場は、厳しい環境で作業・業

務を行うケースも多いと思いますので、ぜひリアルハ

プティクスの技術を導入して、生産性の向上に繋げて

いただきたいと希望しています。私も微力ながら、その

お手伝いをさせていただきたいと考えています。また、

リアルハプティクス開発の契機となった医療分野につ

いては、慶應義塾大学医学部を拠点として、脳梗塞

治療や脊髄手術など、繊細な施術が求められる分野

45周年特別インタビュー

エン ジニアリング 協 会

でのハプティクス技術の実用化に取り組んでいます。

プラントの分野でも、先ほどお話ししたものの他にも

様々な領域で適用できることがあると思いますので、

ぜひともその一つ一つを取り上げて、リアルハプティ

クスの可能性を追求し、またこの取り組みを通して、

より良い社会の形成に貢献していきたいと決意してい

ます。

−大西先生は“学”を基軸に展開され、当協会は

“産”の立場で、産業立国・日本のさらなる発展に寄与し

ていきたいと思います。本日はお忙しいなか、貴重なお話

をお聞かせいただき、ありがとうございました。

（聞き手：広報部会長　黒田 譲治）
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海上輸送の選択肢を用意して事業開発の可能性を広げる

ことを目指し、技術の確立に資すために用いられます。 

本稿では、「えくすくぅる」の建造が完了し運用が開始され

た節目にあたって、事業の背景、「えくすくぅる」の概要と 

今後の展開について紹介します。

　去る2023年11月28日、液化CO2輸送実証試験船「えく

すくぅる」が竣工しました（写真１）。同船は、地球温暖化

対策として大きな役割が期待されるCCS（CO2 Capture 

and Storage；CO2回収・貯留）やCCU（CO2 Capture 

and Utilization；CO2回収・有効利用）のバリューチェーン

における輸送プロセスに、船舶によるCO2の大量・長距離

CCUS本格導入に向けた
CO2船舶輸送技術の実証について

ENAA 45周年記念

国連気候変動枠組条約の第 21 回締約国会議（COP 

21、2015年）でパリ協定が採択されて以降、温室効果ガ

ス削減の目標と取り組みは年をおって強化される基調に

あり、2020年10月、日本政府も、2050年までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」

を目指すことを宣言しました。2030年度における温室効

果ガス46％削減（2013年度比）を目指しつつ、より大幅

に減らすための技術を準備していかなければなりません。

CCSは、化石資源を精製したり利用したりする時に発

生するCO2を、排ガスから分離するなどして回収し、大気

に排出せずに地中に長期間にわたって安定的に貯留する

技術のことです。化石資源はエネルギー源として直接燃

焼されているだけでなく、代替燃料として有力とされる水

素やアンモニア、あるいは鉄鋼や化学製品等の社会基盤

の材料を製造する際にも使われ、主要な温室効果ガスで

あるCO2の排出の素になっています。化石資源をほとんど

使用しない社会への急速な変革が難しい現実を踏まえる

と、CCSは、当分の間、不可欠であると言えるでしょう。
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2007年　独立行政法人 海洋研究開発機構 地球深部探査センター

2008年　東京大学大学院新領域創成科学研究科海洋技術環境学専攻 教授

2013年　ISO/TC265（CO2回収・輸送・地中貯留） 国内審議委員会委員、
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図1 CCSバリューチェーン

稿

　図1にCCSのバリューチェーンを示します。発生源で回

収されるCO2は、貯留地までパイプラインか船舶で輸送さ

れることになります。日本では、国内に大規模なCO2貯留

地を多数開発することは難しいと考えられ、発生源から

図2 船舶を用いたCO2輸送システム

CO2
発生源

分離
回収 輸送

圧入・
長期貯留

◆ パイプライン
（陸上・海底）
◆ 船舶

◆ パイプライン網
◆ ハブ＆クラスター

地点間

社会的インフラ

◆ 化学吸収法
◆ 物理吸収法
◆ 物理吸着法
◆ 固体吸収法
◆ 膜分離法
◆ 深冷分離法

◆ 燃焼後回収
◆ 燃焼前回収
◆ 酸素燃焼法

その他の発生源での
回収

分離技術 発電における回収方法

◆ 枯渇ガス層・油田
◆ 帯水層（陸域・海域）

◆ 油田（EOR）
◆ ガス田（EGR）
◆ 石炭層（ECBM）

貯留が可能な地層

利用後に貯留・監視

写真1　液化CO2 輸送実証試験船「えくすくぅる」 （提供：NEDO及び山友汽船株式会社）
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近距離でない海域に確保される貯留地付近、あるいは状

況・条件が整えば海外まで輸送するためにCO2の船舶輸

送が重要な手段になります。

　出荷基地から受入基地までCO2を船舶で輸送するシス

テムの構成を図2に示します。船は積み荷・海上輸送（往

路）・荷揚げ・復路を断続的に繰り返す輸送手段なので、

連続して分離回収されるCO2を輸送し安定して地層へ圧

入するには、船の積載量に応じて十分な能力を有する荷

役と一時貯蔵の設備が両側の港に必要です。またCO2は

大気圧の下では気体状態（－78.5℃以下ではドライアイ

ス）なので、タンクに入れて貨物として大量に運送する場

合、荷役のしやすさと容積を小さくするために低温・加圧

状態で液化します。

　なお、CCSバリューチェーンの上流寄りのプロセスは、

CCSバリューチェーンと
CO2船舶輸送2

背景1
寄
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回収したCO2を有効利用するCCUと共通であり（CCSと

CCUを併せてCCUSとも呼ばれる）、下流寄りのプロセス

は、BECCS（Bio-Energy with CCS）やDACCS（Direct 

Air Carbon Capture & Storage）といったネガティブ

エミッション技術（NETs）で必要です。いずれもCO2の輸

送のプロセスをともないます。

　「えくすくぅる」は、安全で安価に大量のCO2を輸送する

ための船舶一貫輸送技術開発を目標にNEDO（国立研

究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の委

託事業である「CCUS研究開発・実証関連事業／苫小牧

におけるCCUS大規模実証試験／CO2船舶輸送に関す

る実証試験／CO2船舶輸送に関する技術開発および実

証試験」（2021年度～2026年度）で開発され使用され

る、液化CO2を輸送する船舶用カーゴタンクシステムを 

搭載した実証試験船です。

　この委託事業では、舞鶴市と苫小牧市に陸上基地を設

けてCO2の液化（舞鶴のみ）・一時貯蔵・荷役を行う施設

を建設し（担当；日本CCS調査株式会社など）、中温・中

圧（－20℃・1.9MPaG程度）から低温・低圧（－50℃・

0.6MPaG程度）までCO2が液相を保つのに必要な温度

と圧力の組合せ（輸送貨物条件）を変えて、両基地間を複

数のルートや様々な気象・海象の下、本船でCO2を繰り返

し輸送し、輸送時や荷役時の各種データ計測・分析を行

い、輸送貨物条件の最適化やオペレーション技術の確立

を目指します（担当；一般財団法人エンジニアリング協

会、日本ガスライン株式会社、川崎汽船株式会社など）。

　「えくすくぅる」は、全長72.0m、全幅12.5m、満載時喫

水4.5m、総トン数996トンの液化ガスばら積み船（液化

CO2とLPGの兼用）です。カーゴタンクは、国際海事機関

（IMO）液化ガスばら積み船規則（IGCコード）で定められ

実証試験の概要3

「えくすくぅる」 について4

る独立型圧力タンク（Type C）で、設計圧力1.9MPaG、

設計温度－50～45℃、容積725m3の半球鏡板付き円筒

型（カプセル型）が2基搭載されています。

　建造工程の主なマイルストーンは、2022年2月；建造

契約締結、10月7日；起工式、2023年3月28日；進水

式、5月；カーゴタンク搭載（写真2）、9月；海上試運転、

10月；ガステスト、11月28日；命名・引渡し式、であり、当

初の計画通り順調に進捗しました。仕様として低温・低

圧条件の液化CO2を積載して輸送できる船舶の竣工は

世界で初となります。

　船名の由来は、EXCOOL（造語）を和風表記したもの

です。従来のタンクローリーや小型輸送船での液化CO2

輸送貨物条件（－20℃・1.9MPaG）よりも低い温度

（Extra-Cool）での輸送技術を確立して、船舶輸送の大量

化に際してタンクの設計圧力を引き下げることによる大型

化と低コスト化に貢献します。COOをCO2と読み替える

とCO2を除外する（Exclude CO2）にも通じ、それはCool

なのだという強い思いが込められています。

　本実証試験事業の「実証」には大きく分けて二つの側

面があります。一つ目は、現行の液化ガス輸送船に関する

法規類の枠組の中で、CO2船舶輸送システムを実際に建

造し、安全に入・出港、係船、荷役ができることを明らかに

することです。すでに同船は日本海事協会の承認を得て引

き渡され、一般の商船と同じように法務局に登記されまし

た。また、現在は操船・係船や模擬的な荷役作業を中心

に乗組員の訓練と習熟が行われているところですが、液化

CO2の海上輸送・港湾荷役は国内ではほぼ初めてなの

で、本船のオペレーション要領等にもとづき学識経験者・

関係官公庁・港湾管理者・主な港湾利用者・陸上施設の

用地提供者などから指導・助言をいただく航行安全委員

会を、舞鶴と苫小牧でそれぞれ開催しました。今後も技術

開発を進める上で必要な新規の取り組みを行う場合に

は、事前に関係者のご了解を得て進めていきます。例え

写真2　カーゴタンク搭載の様子 （提供：三菱造船株式会社）

ば、燃焼排ガスから回収され液化されるCO2を積載する

前に、食品・飲料品質の液化CO2（中温・中圧のみ購入

可能）を用いて最初の荷役を試行することとしましたが、

港湾岸壁でのタンクローリーから船舶への積み荷につい

ては、その場所固有の調整事項もあると考えられ、委員会

を追加開催する予定です。

　二つ目は、技術開発の目的である、輸送貨物条件の低

温・低圧化に向けた取り組みです。温度自体は、LNG 

（－162℃）等と比べ難しい領域ではありませんが、CO2は

他の液化ガスと違ってドライアイス生成の可能性があり、

配管の閉塞、弁類の不具合、ポンプの損傷などを引き起こ

す懸念があります。純粋なCO2の三重点（気相と液相と

固相が共存する温度・圧力）は－56.6℃、0.518MPaAで

あり、厳冬の南極やシベリアでない限り自然に冷やされて

固化（凍結）することはありませんが、三重点に近い低温

領域に向けて液化CO2の輸送貨物条件を追求していく

と、少しの変動によって固化するリスクが高まります。例

えば何らかの原因で減圧が生じると液が気化して熱が奪

われるので、特に荷役の開始時・終了時の過渡状態や管

内流速上昇による圧損なども考慮して、温度と圧力を必

要レベルで維持する精度の高い制御と設計条件のマージ

ンの極小化がどこまで可能か見極めることが技術上のポ

イントになりそうです。本実証試験船は、カーゴタンクシ

ステム全体の設計仕様が中温・中圧から低温・低圧まで

幅を持ってカバーされています。実績のある中温・中圧条

件付近から実証試験を開始し、安全裕度を確認しノウハ

ウや習熟度を高めながら、次第に低温・低圧へ進めていく

ことを予定しています。また、CO2に少量の窒素や酸素な

どの不純物が混在すると、貨物が液相を保つために必要

な圧力が高くなることが知られており、その影響について

は室内実験等の基礎研究で把握しつつ、技術実証の結果

の一般化を図ります。

　船舶によるCO2の大量・長距離輸送技術の確立を通じ

て、多様な規模・所在地のソースとシンクのマッチングに

よるCCUSが可能となり、2050年カーボンニュートラル

に貢献することが期待されます。

今後の展開5
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ホッキョクグマは主に氷の穴から呼吸のため顔を出すアザラシを捕らえる。
開氷面が増えるとアザラシに接近できず、餌が取れなくなる。

アラスカのカレッジ・ 
フィヨルド内で最大の
ハーバード氷河の前にて。 
氷河の前面が徐々に 
後退している。

Pastorale 海洋写真家

中村 庸夫 なかむら つねお
Marine Photographer : Tsuneo Nakamura

1949年東京生まれ。
早稲田大学理工学部卒業、同大学院建設工
学部修士課程修了。
地球七つの海を旅しながら、海の表情、船、海
洋生物などの写真を撮り続けている。2006年
国土交通大臣から「交通文化賞」、2010年内
閣総理大臣賞「海洋立国推進功労者表彰」

地球規模で大問題となっているのが地球温暖化によ

る気候変動で、干ばつや山火事、大雨による水害など

世界各地での大きな災害がマスコミにより報道されて

いる。

温暖化によって南極の氷床や北極の海氷の融解が起

きて海面が上昇し、ツバルをはじめモルディブ、フィ

ジー、マーシャルなど海抜の低い島国では畑や井戸に

も海水が入り、生活できない地域も出てきている。平

均海抜が 1.5m 程しかないツバルでは人々が住む島も

危うくなり、環境難民が発生してオーストラリアや

ニュージーランドへ移民を始めている。

地球は太陽のエネルギーで暖められて地表から熱が

放出され、その一部は宇宙空間に放出され、微妙な温

度バランスを保っている奇跡のような天体。

しかし産業革命以降、化石燃料の大量消費により大

気中に二酸化炭素など温室効果ガスが増え、地表から

熱を逃がさない温室効果により、熱がこもって大気が

徐々に暖まり「地球温暖化」が起こっているのだ。

こうした影響を受けるのは私たち人間だけではな

く、海においても海水温度の上昇が起こり、海洋生物

の生態系を乱している。北極海の氷が減ってホッキョ

クグマの絶滅が心配され、海水温度の上昇による東京

湾のサンゴ礁化も起き始めている。

海の生態系が変わって回遊魚が今までとは違った

ルートを回遊するようになり、水産業に打撃を与えて

いる。南方系のシイラやジンベエザメが北海道の定置

網にも入りブリが大漁となる反面、北海道のシロザケ

が激減し、北極圏に流れ込む川にもシロザケが遡上す

るようになってきた。

しかし、こうした問題は回遊ルートが変わり、漁獲

地が変化するだけ、と思ってはいけない。

温暖化に伴う、海水の酸性化の進行が海洋生物を襲

い始めているからだ。

二酸化炭素は、海面を通じて大気と海洋の間を出入

りし、大気中に排出される二酸化炭素全体の約 30％を

吸収しているとされる。本来、海に吸収された二酸化

炭素は海藻や植物プランクトンなどの光合成によって

吸収される。しかし、二酸化炭素の排出量が多くなり、

海の吸収量が増加して処理しきれなくなった結果、海

洋酸性化が進行しているのだ。

本来の海水は弱アルカリ性を示しているが、二酸化

温暖化・気候変動と海の生物たち
炭素は水に溶けると酸としての性質を示し、海水の pH

を低下させる。海洋酸性化は海洋が酸性（pH が 7 以下）

になることではなく、pH が低下してアルカリ性から酸

性へ近づいていく現象なのだ。

海洋酸性化は、大気中へ排出される二酸化炭素の量

に応じて進むとされ、海洋全体の表面 pH は、今世紀末

には 19 世紀終盤に比べ 0.16 〜 0.44 低下するとも予測

される。

サンゴは骨格が酸に溶けやすい石灰質でできており、

しかも酸性化の影響を受けやすい水面付近に生息して

いるため、骨格形成ができにくくなるとされる。サンゴ

の骨ができにくくなると共に、サンゴの死骸の石灰質の

骨格が積み重なってできたサンゴ礁も破壊され、自然の

防波堤の役割も果たしにくくなってくる。

海洋表層で波動などにより吸収された二酸化炭素が

海洋循環、生物活動などにより海洋内部に運ばれて蓄

積することによる海洋内部での酸性化も指摘され、海

洋生態系の破壊につながりかねないのだ。

海洋酸性化によって海洋生物の石灰質の骨格や甲殻

類などの殻が形成できにくくなり、甲殻類（エビ・カ

ニなど）や貝類（牡蠣・ホタテ・アワビ・アサリなど）

いろいろな生物に影響が出始めている。

海洋酸性化の影響で食物連鎖の下位にいる植物・動

物プランクトンが減少し、魚の餌が減る原因も大きい

という。海洋酸性化による日本沿岸の水産業での経済

的な損失は、現時点で５千億円以上とも言われている

が、まだ研究が始まったばかりで正確な数値は出ない

そうだ。

国連環境計画（United Nations Environment Programme、

略称 :UNEP）は「世界は避けられる大惨事に向かって

突進している」と警告する報告書を発表した。

各国政府は化石燃料の消費を抑え、カーボンニュー

トラルな世界が作れなければ、食物連鎖と生態系が大

きく変化し、海洋の生物多様性が損なわれ、地球の未

来が危うくなってしまう、という事をもっと深く肝に

銘じなければならない、と思う。

サンゴ礁（マニャガハ島、サイパン）が自然の防波堤の役割を果たしている。サンゴ礁のデバスズメダイの群れ。こうしたサンゴも徐々に減少している。 ハナサキガニ（オホーツク海）。最近の計測では徐々に甲羅の厚さが減っているという。

パ ストラーレ
設 立 4 5 年 記 念
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永松 治夫

東洋エンジニアリング株式会社
取締役会長

設立45周年にあたり

学生時代からドラムを演奏。
入社後は会社の仲間とバンドを結成し、
40年にわたり同じメンバーで活動中。

エンジニアリング協会の設立45
周年にあたり、心よりお祝い申し
上げます。

早くも私が理事長の役を離れて
2 年が経ちました。

私の在任中は新型コロナウイル
スの影響により、リモートでの講
演活動を拡げるなど、会員企業や
協会職員の方々には新たな検討や
対応を頂き、通常どおりの活動が
叶わない中、関係する方々の絶大
なご支援を頂いたことに、今も感
謝しております。

その後、新規会員も増えて、260
社（2023年11月現在）となり、エン
ジニアリング業界の裾野の広がり
を感じずにはいられません。

私 が 理 事 長 に 就 任 し た の は

2019 年、翌年 4 月には、新型コロ
ナウイルスの緊急事態宣言が発せ
られました。一部は行事の中止も
ありましたが、関係者の方々の協
力を頂いて、工夫しながら活動を
続けました。場合により、対面で
開催できずに残念であったものも
あります。

一方、PM セミナーや講演会等
についてオンライン開催を大幅に
取り入れた結果、遠隔地の方々も
含めて、それまで以上に多くの
方々の聴講を頂いたことは、驚き
でもあり又非常に良かったと感じ
ています。エンジニアリング協会
の活動を多くの人に体感していた
だける機会となったのではないで
しょうか。

私は1981年に入社（東洋エンジ
ニアリング（株））以来、半分ほど
を海外で過ごしました。厳しい経
験も多くあった一方、楽しい経験
もあり、アフター５には仲間たち
とストレスを発散することもあり
ました。学生時代に始めたバンド
活動は、会社に入っても続けまし
た。一時期、ライブハウスやスタ
ジオも新型コロナウイルスのため
に閉鎖されていましたが、最近ま
た、相対でその様な場所に集まれ
る喜びを感じています。40年間、
会社の同じ仲間たちとバンドを続
けていることは私の支えとなって
います。

仕事においても、社内外の多く
の方々に支えられてきたことに感
謝しています。エンジニアリング
産業は、多くの人々と共に、官民の
団体や企業が力を結集し、技術を
形にしていくものであり、社会の
課題や問題の解決に役立つ働きで
す。対象となる設備やサービス内
容、社会課題が変わっても、その
ことは変わりません。昨今、持続的
な地球社会の成長に向け、GX や
DX といったことが重要な課題と
なっています。エンジニアリング
産業が、それらの課題の達成に向
けて、ますます重要になると信じ
ています。そして、協会の行事や
活動のひとつひとつが、そういっ
た重要性についての社会への発信
となっていると感じています。

これからも、エンジニアリング
産業の認知度が上がり、ますます
社会の発展に貢献していくことを
願ってやみません。

（理事長在任／2019年6月〜2021年6月）

若者に混ざってスクールに通い練習中。
60 代は私だけ。

大下  元

ＪＦＥエンジニアリング株式会社
代表取締役社長

ダイバーシティ協会

設立 45 周年、誠におめでとう
ございます。

私が理事長を務めさせていた
だいた時に設立 40 周年の記念式
典をしたのがつい昨日のことのよ
うに感じます。

2017 年に社長に就任した年に
理事長となりました。その時は「社
長になったばかりなのに余計な仕
事が増えて参ったなあ」というの
が正直な気持ちでした。しかし、
やっているうちに「これは面白い」
と感じました。一番力を入れたの
はエンジニアリング業界の採用拡
大を狙いとした学生向けの説明
会。相当な気合を入れて準備し、
説明用のパワポも時間と思いをか
けて自分で作りました（90％くら
いですが）。協会の仕事はそれまで
は企画部会の委員を一年やったく
らいで空白期間がありましたが、
その間に協会は見事なまでに「変
化」していました。専業エンジ、重
工メーカー、建設会社にとどまら
ず非常に広範囲な業種に広がりを
見せていたのです。まさに「ダイ
バーシティ協会」と呼ぶのがふさ
わしい他に類をみない「異質な協
会」だと思います。

こうなるのは「エンジニアリン
グ」の持つ本来の意味からすると当

然の帰結ではないかと感じます。
1982 年に入社して当時は造船所
に配属されましたが、「エンジニア
リング」という言葉が社内でもチ
ラホラ出始めました。1986 年に

「エンジニアリング産業（構造と経
営戦略）」という本が出版され（今
でもバイブル）、その中で「エンジ
ニアリングとは産業・社会の変化
に伴って生ずる様々な課題（ニー
ズ）を解決するのに必要とされる
大がかりな技術システムを構築す
る機能である」と序文にありまし
た。ここでいう「大がかり」という
のは私の解釈では、単なる大規模
ということではなく１社単独では、

また１業種単独では作り上げるこ
とができないということだと考え
ています。

協会に今後期待することは「ダ
イバーシティ協会」から「ダイバー
シティ＆インクルージョン（融合）
協会への更なる発展」です。異な
る知と異なる知の融合がイノベー
ションを生むのです。その意味で
世界の大きな課題である「カーボ
ンニュートラル」「DX」は当協会会
員にとってうってつけのテーマで
す。この課題に対して「産・官・学・
金（これも重要）」の連携プラット
フォームの中核になるべきだと思
います。

一昨年、65 歳を記念（？）にサー
フィンを始めました。50 歳でマラ
ソンを始めてから久しぶりの新し
いことへの自分なりの挑戦です。
まだボードの上で３秒くらいしか
立てませんが。

５年後には 50 周年を迎えます。
その時には 10 秒立てるように頑
張ります。

（理事長在任／2017年6月〜2019年6月）

歴代理事長からのメッセージ 歴代理事長からのメッセージ
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2022年エンジニアリング協会の
賀詞交歓会

前野  陽一

エンジニアリング協会
専務理事

コロナで変わったこと、
変わらなかったこと

　2020年から世界的に流行した
新型コロナウイルスは、日本社会
に大きな影響を与えましたが、 
エンジニアリング協会も例外では
ありませんでした。政府からは、
不要不急の外出自粛とリモート
ワークが推奨され、協会に訪れる
方もほとんどなく、協会活動は事
実上停止してしまいました。
　このままでは協会存続も危うく
なる、という危機感から、様々な
変革を実施しました。
　協会事務局職員に1台ずつノー
トパソコンを供与し、リモート
ワークができる体制をつくること
から始まりました。
　次に、今まで協会事務局で実施
してきた講演会やPMセミナー
を、オンラインで実施することと

しました。やむを得ず始めたオン
ラインセミナーですが、海外にい
ても聴取可能、講師も協会事務所
に来る必要がない、といったメ
リットがあることから、講演会の
平均聴取者数は100名を超え、海
外在住の講師のお話も聞けるな
ど、大きなプラスをもたらし、コ
ロナ終息後もオンラインセミナー
を継続することとしました。
　また、協会に来られる会員企業
関係者の数が減り、協会と会員企
業との関係が希薄になることを避
けるため始めたのが、「会員企業
トップインタビュー」です。私
が、会員企業のトップの方に企業
の特徴などをお聞きし、これを多
くの会員企業に知っていただくこ
とが目的です。お陰様で好評を得

ており、30回を超えるインタビュー
を実施いたしました。インタビュー
記事がきっかけとなり、新たなビ
ジネスパートナーが獲得できた、
とのお話も聞きます。在日大使
館、地方公共団体、エンジニアリ
ング功労者賞受賞者などにも同様
のインタビューを行い、関係者に
喜んでいただいております。
　他方、コロナ禍でも、変わらな
かったこともあります。まずは、
可能な限り賀詞交歓会を実施した
ことです。2021年を除き、政府の
ガイドラインを守りながら実施い
たしました。2022年は、飲食を出
さず、ソフトドリンクだけの賀詞
交歓会でしたが、参加した皆様に
は喜んでいただけました。
　また、コロナ禍にもかかわら
ず、会員数も増加し続けました。
私が現職に着任した2011年には
137社であった賛助会員数は、現
在260社となっており、大変あり
がたいことだと思っております。
コロナ対応がうまくいったのも、
理事長をはじめとする賛助会員企
業関係者の皆様のご理解とご支援、
さらには、協会事務局職員の頑張
りがあったからだと思います。
　最後に、個人的な話をすれば、
コロナに罹らないためには免疫力
の強化を図る必要があると考え、
飲酒を節制し運動に励みました。
月平均約200kmのランニング、筋
トレ（スクワットは60～70kg、ベ
ンチプレスは50kg、デッドリフト
は100kg；いずれもマックス）に
励んだ結果、体重は2020年比で
7kg減の65kg（身長165cm）とな
りました。

（専務理事在任／2011年6月〜現職）

専務理事からのひとこと

山東 理二

千代田化工建設株式会社
元代表取締役社長

理事長引継ぎ懇親会にて。
左から、月舘事務局長、前野専務理事、山東（前）理事長、
松田部長代理、石倭（現）理事長

エンジニアリング協会設立45周
年、おめでとうございます。

これもひとえに経済産業省はじめ
関係官庁、並びに会員企業の皆様、
そして協会役職員のおかげとあらた
めて厚く御礼申し上げます。

私は2021年7月、コロナ禍の
真っ最中に理事長に就任しまし
た。周りからは協会活動への影響
を心配する声も聞かれましたが、
永松前理事長時代に会議のハイブ
リッド化が進められ、政府による
活動制限も少しずつ緩和に向かっ
たことから、ほとんどの行事を予
定通り実施することができまし
た。特に思い出深いのは、2022年
の賀詞交歓会です。毎年年初に行
う賀詞交歓会は協会にとって大事
な行事です。是非実施したいと
思っていましたが、前年より宴会
の自粛が続いており、実施が危ぶ
まれました。ところが、幸運なこと

に年末は、感染波が一旦落ち着い
ており、賀詞交歓会当日の1月5日
が自粛対象期間から外れたので
す。とは言え、感染が完全に収まっ
たわけではありません。難しい判
断でしたが、思い切って開催を断
行しました。会場ではコロナ対応
でお酒も食事も提供できませんで
したが、結果は出席者皆様のご協
力も得て大好評でした。そして、
なんと！数日後に再び宴会自粛の
通達が出されました。本当にピン
ポイントの日程で賀詞交歓会を実
施できたわけです。エンジニアリ
ング協会の運の強さ、そしてこの
難しい作業をやり遂げてくれた協
会役職員の皆さんに今でも感謝し
ています。

さて、私の理事長時代の2年間は
脱炭素時代に向けて世界が大きく
動き出した時期でした。エンジニ
アリング業界はこれまで化石燃料

に関連する仕事が多かったわけで
すが、業界各社は「ピンチはチャン
ス」と捉え、水素、アンモニア、再
生可能エネルギー、蓄電、二酸化
炭素の貯蔵・運搬等、さまざまな
分野で新技術開発の成果を上げつ
つあります。エンジニアリング協
会も「CO2 船舶輸送技術の研究開
発及び実証事業」プロジェクト 
はじめ、数多くの脱炭素関連案件
への取り組みを強化しています。
私は、社会が新しい変革を迎える
時こそエンジニアリング産業の出
番だと信じています。そして、今が
まさにそのタイミングです。エンジ
ニアリング産業の更なる実力発揮
を大いに期待しています。

そして私のエンジニアリング産
業への願いは、是非、「業界の叡智
を結集してほしい」ということで
す。エンジニアリング業界に限ら
ず日本企業は個々の技術開発力に
優れています。しかしながら、欧米
に比べて業界ごとのプレーヤー

（企業）の数が多いので、結果とし
て戦力が分散化されてしまう傾向
にあります。私は日本のエンジニ
アリング業界が今後国際競争に打
ち勝っていくためには出来る限り
大きな塊

かたまり

で動く必要があると強く
感じています。そしてそのプラッ
トフォームとしてエンジニアリン
グ協会を積極的に活用してほしい
と思っています。これが私のエン
ジニアリング業界とエンジニアリ
ング協会への願いです。

会員数も増加し積極的な活動を
続けるエンジニアリング協会の今
後ますますのご発展をお祈りして
います。

（理事長在任／2021年6月〜2023年6月）

業界の叡智を結集へ

歴代理事長からのメッセージ
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2023年度「第43回エンジニアリング功労者賞」および
「第15回エンジニアリング奨励特別賞」の表彰式が、2023年
7月18日（火）第一ホテル東京において開催されました。

表彰式では、エンジニアリング産業の発展に著しく貢
献したグループ表彰16件および個人表彰3名、ならびに
協会設立45周年にあたり協会活動に著しい貢献をなさ
れた協会功労者17名に対してエンジニアリング功労者
賞を、また、今後商業化が期待される先駆的技術の開発
に顕著な功績のあった４グループに対してはエンジニ
アリング奨励特別賞を、石倭理事長からそれぞれに表
彰状が手交されました。

表彰状授与の後、ご来賓の経済産業省製造産業局国際

プラント・インフラシステム ･ 水ビジネス推進室長 小川
幹子様からご祝辞をいただき、最後に受賞者を代表して
渡部孝様（元 JFE エンジニアリング㈱）から受賞者を支
えた皆様に対する心温まる謝辞と、出席者一同からの受
賞者へ対する心からのお祝いの拍手をもって表彰式は終
了しました。

引き続き開催された懇親会パーティーでは、山東前
理事長の退任挨拶、石倭理事長の就任挨拶後に、ご来賓
を代表して経済産業省製造産業局長 伊吹英明様からご祝
辞をいただきました。続いて、功労者等表彰選考委員長 
小澤一雅様からご挨拶と乾杯のご発声をいただき、受賞
された方々を囲んで和やかな懇親の場が持たれました。

■国際貢献 ＜グループ表彰＞
名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

ケラニ河新橋プロジェクトチーム

ＪＦＥエンジニアリング（株）、
（株）三井E&Sホールディングス、

戸田建設（株）、三井住友建設（株）、
（株）オリエンタルコンサルタンツグローバル、
（株）片平エンジニアリングインターナショ

ナル 63名

■エンジニアリング振興 ＜グループ表彰＞
名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

北豊富変電所蓄電池システム
建設工事プロジェクトチーム

千代田化工建設（株）、
千代田エクスワンエンジニアリング（株） 
 24名

KiPLUS®開発チーム （株）竹中工務店 44名

次世代ハイブリッド型トンネル掘削機 
NATBM開発チーム

鹿島建設（株）、コマツ、
コマツカスタマーサポート（株） 15名

簗川ダム建設（堤体工）工事チーム 清水建設（株）、（株）鴻池組、
（株）平野組、日本工営（株） 4名

■環境貢献 ＜グループ表彰＞
名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

家畜ふん尿由来水素を活用した
水素サプライチェーン
プロジェクトチーム

エア・ウォーター（株）、鹿島建設（株）、
日鉄パイプライン＆エンジニアリング（株）、
日本エアープロダクツ（株） 19名

ボトル to ボトルリサイクルチーム 協栄Ｊ＆Ｔ環境（株） 14名

■中小規模プロジェクト枠 ＜グループ表彰＞
名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

切羽画像解析技術開発
プロジェクトチーム 鹿島建設（株） 5名

10分間防火性能連装
ガラスパーティション開発チーム

（株）大林組、
コクヨ（株） 4名

自律走行式床面ひび割れ検査ロボット
開発チーム

（株）安藤・間、
（株）イクシス 3名

すいすいＣ＆Ｔ工法開発チーム 戸田建設（株）、大阪工業大学 8名

建物付帯型水素エネルギー
利用システム開発チーム

清水建設（株）、
（国研）産業技術総合研究所 11名

土質判別システム開発プロジェクトチーム（株）大林組 14名

新不燃木材「アルファティンバー」
開発グループ

（株）大林組、
（株）内外テクノス 9名

プレキャストPC床版半剛接合継手の
開発チーム

日鉄エンジニアリング（株）、
極東興和（株） 5名

RODASプロジェクトチーム ＪＦＥエンジニアリング（株）、
イーレックス（株） 7名

■実プロ化が期待される先駆的技術 ＜グループ表彰＞
名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

革新的連続生産システム
「iFactory®」開発チーム

（株）高砂ケミカル、
テックプロジェクトサービス（株）、
三菱化工機（株）、
横河ソリューションサービス（株）、

（株）島津製作所、（株）パウレック、
（株）徳寿工作所、田辺三菱製薬（株）、
コニカミノルタケミカル（株）、

（国研）産業技術総合研究所、
（株）iFactory 69名

■国際貢献 ＜個人表彰＞
氏　　名 現　　職

秋田　美篤 日揮グローバル（株） 建設部 業務管理グループ

■エンジニアリング振興 ＜個人表彰＞
氏　　名 現　　職

中村　守孝 千代田ユーテック（株）（元 千代田化工建設㈱）

渡部　孝 元 ＪＦＥエンジニアリング（株）

■協会功労 ー協会設立45周年ー  ＜個人表彰＞
氏名（50音順） 現　　職

青山　和浩 東京大学大学院 工学研究科 教授

飯島　尚 東洋エンジニアリング（株） 調達本部 SCM部
輸送チーム 次長

池田　孝夫 日揮（株） プロジェクトソリューション本部
原子力ソリューション部 チーフエンジニア

加藤　亨 千代田ユーテック（株） シニアコンサルタント
ＰＭＡＪ 理事長

栗林　良 日揮ホールディングス（株） 渉外部 部長代行

栗原　正典 早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 教授

小林　英男 東京工業大学 名誉教授
高圧ガス保安協会 参与

佐尾　邦久 （株）海洋工学研究所 代表取締役

佐藤　知一 日揮ホールディングス（株）
グループ経営企画部 チーフエンジニア

苑田　義明 三菱重工業（株） デジタルイノベーション本部
DI戦略企画部 主席部員

田中　ゆう子 東亜建設工業（株） 海の相談室長

塚原　正徳 （一社）日本産業機械工業会
環境装置部 部長（元 日立造船㈱）

幡多　輝彦 ＪＦＥエンジニアリング（株） 社友（元 代表取締役副社長）

松川　裕二 ＪＦＥエンジニアリング（株） 取締役専務執行役員

村松　秀浩 サハリン石油ガス開発（株） 常務取締役
（元 日鉄エンジニアリング（株） 執行役員）

芳澤　雅之 東洋エンジニアリング（株） 代表取締役 取締役副社長

和田　秀一 千代田化工建設（株） 元 常務執行役員

名　　称（50音順） 構成企業・構成員総数

スマート床版更新（SDR）システム
開発チーム 鹿島建設（株） 18名

大深度先端位置計測システム開発
プロジェクトチーム

（株）安藤・間、システム建設（株）、
青山機工（株） 9名

ランドスケープデザインのための
樹木配置最適化開発チーム （株）竹中工務店 8名

第43回エンジニアリング功労者賞

第15回エンジニアリング奨励特別賞

エンジニアリング功労者賞・奨励特別賞 表彰
2023年度

（敬称略）

受 賞 者 一 覧
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9月3日 巨人・王貞治選手756号
 ホームラン世界記録
9月5日 王貞治選手に国民栄誉賞

第1号

1月20日 米、カーター大統領就任
6月 アラスカ縦断パイプライン
 操業開始
9月20日 ベトナム、国連加盟

12月8日 通商産業省機械情報産業局長の
私的諮問機関「エンジニアリング懇談会」設置1977年

（昭和52年）

5月20日 成田空港開港
8月12日 日中平和友好条約調印
12月7日 大平正芳首相就任

7月25日 英、世界初の
 試験管ベビー誕生
9月 エジプト・イスラエル
 和平合意
12月 鄧小平氏が中国共産党の
 主導権獲得

5月
8月8日
8月21日
10月

設立準備室設置
設立総会開催（稲山嘉寛会長、玉置明善理事長）
設立許可（虎の門高木ビルに事務所開設）
広報誌「Engineering」創刊

1978年
（昭和53年）

4月 行政改革推進本部発足
5月 石油備蓄法改正
10月19日 福井謙一氏に
 ノーベル化学賞

1月20日 米、レーガン大統領就任
4月12日 初のスペースシャトル、
 コロンビア号打ち上げ

2月

6月11日
10月18日・19日

総合企画委員会中間報告書
「社会開発システム策定事業の実施をめぐる問題について」刊行
鈴木義雄理事長就任
第1回エンジニアリングシンポジウム

「明日を創るエンジニアリング」

1981年
（昭和56年）

4月15日 東京ディズニーランド開園
5月26日 日本海中部地震
10月3日 三宅島噴火

9月1日 大韓航空機ソ連が撃墜
10月 ポーランド ワレサ議長
 ノーベル平和賞

11月28日～ 30日 エンジニアリングシンポジウム'83
「新時代にチャレンジするエンジニアリング」
韓国技術用役協会（KESA）初参加

1983年
（昭和58年）

6月 厚生省、日本が世界一の
 長寿国と発表
11月1日 新紙幣発行
 （一万円、五千円、千円札）

2月 スペースシャトル チャレン
ジャー号、宇宙遊泳成功

2月13日 ソ連、チェルネンコ書記長
就任

7月28日 ロサンゼルスオリンピック
開幕

3月 
7月 
7月 
10月17日～19日

11月29日・30日

論述誌「エンジニアリングフォーラム」刊行（～1992年10月）
第1回学生研修事業実施（3年間）

「わが国エンジニアリング産業の発展のための課題と方向」刊行
海外エンジニアリング会議開催

（通産省と共催／於シンガポール）
エンジニアリングシンポジウム'84

「エンジニアリング─その課題と未来」

1984年
（昭和59年）

3月10日 青函トンネル貫通
3月17日 科学万博つくば85開幕
4月1日 電信電話公社・専売公社
 民営化
5月17日 男女雇用機会均等法可決
10月5日 関越トンネルが開通し
 関越自動車道全線開通

3月11日 ソ連、ゴルバチョフ書記長
 就任
9月22日 プラザ合意

1月

4月1日
5月23日
11月27日・28日

12月

インドネシア投資調整庁（BKPM）と
エンジニアリング協力事業に関する合意書締結
内藤雅喜理事長就任
INTERNET（現IPMA）と一般協力協定書締結
エンジニアリングシンポジウム'85

「変革と創造を求めて」
「プロセスプラント用ターンキー・ランプサム型標準契約書
（ENAAモデルフォーム）」刊行

1985年
（昭和60年）

4月 60歳定年法成立
5月4日 東京サミット開催
7月30日 東北自動車道全線開通
11月15日 伊豆大島三原山噴火

2月 比、マルコス政権崩壊、
 アキノ大統領就任
4月26日 チェルノブイリ原発事故

1月

1月
3月
7月29日

11月27日・28日

「インドネシア技術移転調査報告書」提出
（内藤雅喜理事長よりギナンジャール大臣へ）
海外エンジニアリングセミナー開始

「エンジニアリング／プロジェクト・マネジメント用語辞典」刊行
中国石炭有効利用調査について国家計画委員会と
相互協力合意書を締結
エンジニアリングシンポジウム'86

「変革と創造への挑戦」

1986年
（昭和61年）

4月1日 国鉄民営化
10月12日 利根川進氏に
 ノーベル医学・生理学賞
11月6日 竹下登首相就任

7月17日 世界人口が50億を突破
10月19日 NYで株価暴落、
 ブラックマンデー

11月26日・27日

12月21日

エンジニアリングシンポジウム'87
「エンジニアリング新時代
　　─グローバリゼーション、高度情報化、技術高度化」
斎藤英四郎会長就任

1987年
（昭和62年）

1月7日 昭和天皇崩御
4月1日 消費税3%施行
5月1日 日本外貨準備高が
 世界初1000億ドル突破
6月3日 宇野宗佑首相就任
8月10日 海部俊樹首相就任
12月29日 東証3万8915円87銭の最高値

1月 米、ジョージ・ブッシュ大統
領就任

6月4日 天安門事件
11月9日 ベルリンの壁崩壊

3月

9月1日
10月17日
10月30日・31日

エンジニアリング振興協会の今後の活動について
─アクションプログラム─まとまる
地下開発利用研究センターを設立
マスタープラン専門委員会発足
エンジニアリングシンポジウム'89

「人間・夢・地球─21世紀へのアクセス」

1989年
（平成元年）

4月16日 ソ連、ゴルバチョフ大統領
 来日
6月3日 雲仙普賢岳火砕流発生
8月 東証出来高2億株割れ
●バブル崩壊
11月5日 宮澤喜一首相就任

1月17日 湾岸戦争勃発
6月 ユーゴスラビアから
 スロベニア・クロアチア独立
7月10日 ロシア、エリツィン大統領
 就任
12月25日 ソ連崩壊、CIS発足

1月25日
7月9日
10月31日

・11月1日
11月5日

第1回地方巡回シンポジウム（静岡）開催（以降3年間）
海外エンジニアリング会議開催（インドネシア）
エンジニアリングシンポジウム'91

「21世紀に向けて─豊かな地球未来のために今」
石油開発環境安全センターを設立

1991年
（平成3年）

6月15日 国連平和維持活動法成立
7月1日 山形新幹線開業
9月12日 毛利衛氏、日本人初の
 スペースシャトル搭乗

4月 中韓国交樹立
6月3日 ブラジル・リオデジャネイロ
 環境と開発に関する国際
 会議（地球サミット）開催
7月25日 バルセロナオリンピック
 開幕

4月22日
7月1日
9月

11月5日・6日

12月1日

「地下空間開発利用マスタープラン」取りまとめ
上床珍彦理事長就任
リアルタイム大規模流出油監視・予測システムに関する
調査開始
エンジニアリングシンポジウム'92

「エンジニアリングの発展─新たな国際協調のなかで」
大都市圏における地下利用調査（国土庁）受託

1992年
（平成4年）

4月1日 国際花と緑の博覧会
 （大阪）開幕
6月28日 日米構造問題協議最終決着
12月2日 秋山豊寛氏、
 日本人初の宇宙飛行

8月2日 イラク軍クウェート侵攻
10月3日 東西ドイツ統一
11月22日 英、サッチャー首相辞任

2月
4月1日
6月
11月21日・22日

大深度地下空間開発技術の研究開発受託
山田伸雄理事長就任
エン振協研究成果発表会開始
エンジニアリングシンポジウム'90

「地球時代─人間と技術の調和を求めて」

1990年
（平成2年）

3月13日 青函トンネル鉄道開業
4月10日 瀬戸大橋開通
6月19日 日米牛肉・オレンジ交渉
 最終決着

8月20日 イラン・イラク戦争
 8年ぶり停戦
9月17日 ソウルオリンピック開幕

4月1日
11月29日 
11月30日

～ 12月2日

木場貞嘉理事長就任
設立10周年記念式典およびパーティ開催
エンジニアリングシンポジウム'88

「真の豊かさを求めて」

1988年
（昭和63年）

設立10周年記念パーティ

ENAA 45年史

1月 ダグラス・グラマン事件
1月17日 第2次石油ショック
6月28日 東京サミット開催

1月1日 米中国交樹立
3月28日 米、スリーマイル島
 原発事故
12月27日 ソ連軍アフガン侵攻

3月
7月
10月19日

プロジェクト・マネジメント講習会開始
「1980年代のエンジニアリング産業ー中間報告」刊行
ENAA/PMI（米国プロジェクトマネジメント協会）間の
相互交流協定書締結

1979年
（昭和54年）

3月19日 公定歩合1.75%引上げ
 年9%となる（過去最高）
4月 日米自動車交渉開始
5月30日 石油代替エネルギー法成立
7月17日 鈴木善幸首相就任
7月19日 モスクワオリンピック、
 日本不参加

4月 米国イラン国交断絶
9月9日 イラン・イラク戦争勃発
11月 ボイジャー1号
 土星接近探査成功
12月16日 OPEC原油価格
 10%上げ決定

2月
5月
7月

サロン・ド・エナ（定期公演会）開始
「エン振協だより（後にENAAだよりと改称）」発刊
「わが国エンジニアリング産業の今後の課題をめぐって」刊行

1980年
（昭和55年）

設立祝賀レセプションに臨んだ稲山会長（右）と玉置理事長

6月23日 東北新幹線開業
 （大宮～盛岡）
11月15日 上越新幹線開業
11月27日 中曽根康弘首相就任

4月2日 フォークランド諸島事件
5月 国連環境計画特別会議
 ナイロビ宣言採択

3月
11月24日～ 26日

12月22日

エンジニアリング功労者表彰開始
エンジニアリングシンポジウム'82

「世界を結ぶエンジニアリング」
「エンジニアリング産業の実態と動向」
（エンジニアリング産業白書）刊行

1982年
（昭和57年）

第1回エンジニアリングシンポジウム

エンジニアリング
功労者表彰式

5
周年

5月15日 サッカー Jリーグスタート
6月9日 皇太子殿下御成婚
7月7日 東京サミット開催
8月9日 細川護煕連立内閣発足
10月11日 ロシア エリツィン大統領

来日

1月 米、クリントン大統領就任
1月1日 EC統合市場スタート
3月27日 中、江沢民国家主席就任
11月1日 欧州連合（マーストリヒト）

条約発効

1月
1月
4月
8月

9月
11月11日・12日

《ENGINEERING NEWS JAPAN》発刊（～2000年3月）
高粘度流出油回収技術の調査研究開始
WE-NETプロジェクト第1期開始
掘削作業で生じる廃棄物の処理技術及び法規制に関する
調査開始
CO2地中処分技術調査開始
エンジニアリングシンポジウム'93

「エンジニアリング─変貌するカオスのなかで」

1993年
（平成5年）

10
周年

15
周年

当協会事項 日本の出来事 世界の出来事西 暦 当協会事項 日本の出来事 世界の出来事西 暦

1977

1984

1985

1993
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4月28日 羽田孜首相就任
6月30日 村山富市首相就任
9月4日 関西国際空港、日本初の

会社管理空港として開港
10月13日 大江健三郎氏に
 ノーベル文学賞

5月6日 ユーロトンネル開通
5月 南アフリカ共和国、
 マンデラ大統領就任
7月9日 北朝鮮金日成主席死去、
 金正日体制へ

6月
7月1日
7月
8月23日
8月29日
10月5日
10月
11月10日・11日

地下利用懇談会とりまとめ
玉置正和理事長就任

「わが国エンジニアリング産業の21世紀ビジョン」刊行
石油ガス国家備蓄基地詳細・基本計画調査開始
事務所移転（CYDビル（西新橋）へ）

「地下空間利用ガイドブック」刊行
ガスパイプライン保安対策に関する調査開始
エンジニアリングシンポジウム'94

「変革の時代における選択と挑戦─新たなる飛翔のために」

1994年
（平成6年）

1月11日 橋本龍太郎首相就任
7月20日 海の日施行

3月20日 英、狂牛病問題
7月19日 アトランタオリンピック
 開幕
9月10日 国連、包括的核実験禁止

条約採択

4月
5月
5月30日
6月
7月1日
11月7日・8日

海洋石油開発危機管理調査開始
「ENAAモデルフォーム発電プラント国際標準契約書」刊行
大深度地下空間開発技術の研究開発による実証ミニドーム
湯の台地区鉱害防止調査実施
渡辺英二理事長就任
エンジニアリングシンポジウム'96

「新世紀へのプロローグ─ブレークスルーはいずこに」

1996年
（平成8年）

2月7日 冬季長野オリンピック
 開幕
3月19日 NPO法成立
4月5日 明石海峡大橋が開通
6月9日 中央省庁等改革基本法
 成立
6月10日 サッカーW杯フランス大会

日本初出場
7月30日 小渕恵三首相就任
10月16日 金融再生関連法成立

5月 インド・パキスタン
 地下核実験
5月21日 スハルト大統領退陣、
 インドネシアで大暴動
8月31日 北朝鮮の弾道ミサイル
 テポドン三陸沖に落下

1月28日
3月13日
7月1日
7月31日
9月
9月

11月2日
11月5日・6日

11月6日
12月9日
12月

RDF/Mフォーラム設立
石油ガス国家備蓄基地詳細・基本計画調査完了
園田保男理事長就任
地下情報化推進部会発足
天然ガス液体燃料化技術動向調査開始
ロシア連邦東シベリア南部に賦存する原油の東アジア、
日本への輸送可能性に関する調査開始
未利用ガス燃焼ガスタービン、最終処分場研究（NEDO）受託
設立20周年記念エンジニアリングシンポジウム

「エンジニアリング─豊かな未来への新たな出発」
設立20周年記念式典・パーティ開催
日本プロジェクトマネジメント・フォーラム（JPMF）設立
坑井廃坑技術調査実施1998年

（平成10年）

1月17日 阪神淡路大震災
6月 日米自動車交渉合意
11月9日 野茂英雄投手が
 MLB（ナ・リーグ）新人王
11月 臨時大深度地下利用調査

会発足

1月1日 WTOが発足
8月 米、ベトナム国交正常化
12月14日 ボスニア和平協定調印　

　　　　　　　        

2月13日
4月
11月9日・10日

阪神淡路大震災現地調査
海底仕上げ坑井保安技術調査開始
エンジニアリングシンポジウム'95

「エンジニアリング新展開─環境、防災、情報化」
1995年
（平成7年）

実証試験用ミニドーム

ENAA設立20周年記念式典

3月22日 秋田新幹線開業
4月1日 容器包装リサイクル法
 施行
4月1日 消費税率3%から5%に
10月1日 北陸新幹線開通
 （高崎－長野）
11月 北海道拓殖銀行破綻
 山一証券自主廃業
12月18日 東京湾アクアライン開通

7月1日 香港、中国に返還
11月 アジア通貨危機
12月11日 温暖化防止京都会議
 （COP3）で議定書採択

3月
4月1日
4月
4月

7月18日

8月26日
10月30日・31日

11月

12月

「PMBOKガイド'96日本語版」刊行
齋藤裕会長就任
海洋掘削カッティングス処理保安技術調査開始
ガスハイドレート資源化技術先導研究・
環境影響評価法の調査研究開始
通産省主催パネルディスカッション

「大深度地下利用の将来性について」開催
大深度地下空間開発技術の研究開発最終評価
エンジニアリングシンポジウム'97

「変革の時代のフロントランナーをめざして」
Safety & Environment Technical Workshop,Tokyo 97
東南アジアを中心とする8カ国の政府関係者を招聘して開催
新エネルギー・リサイクル等PFI推進協議会設立

1997年
（平成9年）

2月 日銀ゼロ金利政策
3月 臓器移植法制定後、
 初の移植
5月 情報公開法・ガイドライン

関連法成立
7月 PFI推進法成立
8月12日 改正住民基本台帳法成立
9月30日 東海村核燃料工場で
 臨界事故

1月1日 欧州連合単一通貨
 ユーロ導入
10月20日 東ティモール、インドネシア

から正式分離
10月 中、社会主義市場経済へ

憲法改正
10月12日 世界人口が60億を突破
12月20日 マカオ、中国に返還

2月24日・25日
3月1日
4月
8月
9月
10月20日・21日

WE–NET水素エネルギーシンポジウム開催
太陽エネルギー利用システム国際共同技術開発セミナー開催
WE–NETプロジェクト第Ⅱ期開始
海洋石油開発に係る環境・安全プログラムに関する調査開始
石油天然ガスパイプライン建設の規則等調査開始
エンジニアリングシンポジウム'99

「21世紀の経営戦略─変革と創造のエンジニアリング」

1999年
（平成11年）

4月5日 森喜朗首相就任
5月8日 都市再生本部発足
6月26日 三宅島で火山活動活発化
7月19日 二千円札発行
7月21日 九州・沖縄サミット開催
10月10日 白川英樹氏に
 ノーベル化学賞

5月7日 ロシア、プーチン大統領
 就任
6月13日 南北朝鮮首脳、
 平壌で初会談
9月15日 シドニーオリンピック開幕
10月13日 韓国、金大中大統領に
 ノーベル平和賞

3月

4月1日
5月
6月
7月1日
9月
10月
11月15日・16日

12月

「エンジニアリング産業の課題と提言
および協会活動のあり方について」刊行
増田信行会長就任
石油資源開発坑井封鎖技術調査開始
海底石油生産装置適用化技術に関する調査研究開始
重久吉弘理事長就任
熱電発電技術先導研究開始
二酸化炭素地中貯留技術研究開発開始
エンジニアリングシンポジウム2000

「ニューミレニアムを切り拓く─エンジニアリングの挑戦！」
地下を活用した大都市新生プロジェクト構想とりまとめ

2000年
（平成12年）

1月6日 中央省庁再編
4月1日 大深度地下特別措置法施行
4月26日 小泉純一郎首相就任
10月10日 野依良治氏にノーベル化学賞
11月20日 イチロー外野手が
 MLB（ア・リーグ）MVP
12月1日 愛子内親王ご誕生

1月20日 米、ジョージ・W・ブッシュ
 大統領就任
3月 米、京都議定書から離脱表明
7月 米、ABM条約脱退通告
9月11日 米国で同時多発テロ
11月 中国・台湾のWTO加盟と
 新ラウンド開始

1月
10月11日・12日

11月15日
11月19日・20日

大深度地下利用に関する技術開発ビジョン（国土交通省）受託
エンジニアリングシンポジウム2001

「新世紀を翔るエンジニアリング─新たなビジネス創造に向けて」
日本発の「P2M標準ガイドブック」発行
国際プロジェクトマネジメント大会2001（東京）開催

2001年
（平成13年）

1月13日 日本とシンガポールFTA
（自由貿易協定）正式調印

6月1日 都市再生特別措置法施行
5月～ 6月 サッカー W杯日韓同時開催
8月5日 住民基本台帳ネットワーク

稼働
10月8日 小柴昌俊氏に
 ノーベル物理学賞
10月9日 田中耕一氏に
 ノーベル化学賞
10月15日 日朝首脳会談で
 拉致被害者5人帰国
10月30日 総合デフレ対策決定
11月 倒産相次ぐ、失業率5.5%
 で最悪水準

1月1日 EUのうち12カ国で単一通
 貨ユーロの現金流通開始
10月17日 北朝鮮が核開発継続を
 認めたと米政府発表

1月

2月
4月5日

4月
6月3日
6月
6月
8月27日
11月14日・15日

石油公団、産業総合技術研究所と共にMH21コンソーシアム
が組成され「メタンハイドレート資源開発環境影響評価に
関する研究」開始
WE–NET水素ステーション竣工（大阪と高松）
非営利活動法人
プロジェクトマネジメント資格認定センター（PMCC）設立
高効率熱電変換システム開発事業開始
水素・燃料電池実証（JHFC）プロジェクト開始
わが国初の地下水工学テキスト「地下構造物と地下水環境」刊行
天然ガスパイプライン安全基準調査開始
首都圏初の水素供給ステーション横浜に完成
エンジニアリングシンポジウム2002

「世界をリードするエンジニアリング─高付加価値への挑戦！」

2002年
（平成14年）

2月8日 イラク復興支援派遣の
 陸上自衛隊本隊が現地着
3月12日 日本、メキシコ両政府が
 自由貿易協定締結で合意
10月23日 新潟県中越地震
11月1日 新紙幣発行
 （一万円、五千円、千円）

5月1日 EUに中・東欧など10カ国
加盟、25カ国体制に

8月13日 アテネオリンピック開幕

3月

4月1日
4月

5月
10月28日・29日

中国国家発展改革委員会
能源研究所副所長・載彦徳氏招聘

（社）日本海洋開発産業協会（JOIA）と合併
戦略的技術開発「構造物長寿命化高度メンテナンス技術
開発（経済産業省）」受託

「国内プラント契約モデルフォーム」の改訂
エンジニアリングシンポジウム2004

「夢の実現、社会への貢献─挑戦するエンジニアリング」

2004年
（平成16年）

20
周年

5月23日 個人情報保護法案成立
6月6日 有事関連3法成立

3月15日 中、胡錦濤国家主席就任
3月19日 米英軍イラクと開戦、
 首都をミサイル攻撃
4月～7月 香港、中国を中心に
 SARS流行
10月15日 中、有人宇宙船神舟5号
 打ち上げに成功

2月
3月
5月
7月1日
7月10日
11月6日・7日

石油ガス国家備蓄基地倉敷・波方（3月）起工式
米国ENR誌 Ms. Janice Tuchman氏招聘
PMBOK2000年版（日本語）発売
広瀬俊彦理事長就任
25周年記念パーティ
エンジニアリングシンポジウム2003

「動こう！未来へ─新たな社会システム構築への挑戦」

2003年
（平成15年）

25
周年

水素ステーション
竣工式

（大阪）

横浜大黒
水素ステーション
竣工式

（JHFCパーク）

水素ステーション
竣工式

（高松）
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2月16日 京都議定書発効
3月25日 日本国際博覧会
 （愛・地球博）が開幕
4月25日 JR福知山線脱線事故
11月 マンションなど耐震強度
 偽装発覚
12月 日本の人口、初の減少
 （厚生労働省の年間推計）

4月 中国で大規模な反日デモ
8月31日 米南部でハリケーン
 カトリーナによる被害
12月14日 第1回東アジアサミット
 開催（クアラルンプール）
12月15日 イラクで新憲法下政権を

選ぶ連邦議会選挙

3月7日
7月1日
10月13日・14日

11月

愛・地球博会場に水素ステーション完成
関誠夫理事長就任
エンジニアリングシンポジウム2005

「人を育み・社会を築き・地球を守る─未来を拓くエンジニアリング」
JPMFとPMCCが組織総合し、特定非営利活動法人
日本プロジェクトマネジメント協会（PMAJ）発足 

2005年
（平成17年）

3月25日 能登半島地震
5月14日 憲法改正手続きを定めた
 国民投票法成立
6月 「消えた年金」で社保庁に
 怒り沸騰
7月16日 新潟県中越沖地震
9月26日 福田康夫首相就任

8月 米サブプライム問題で
 世界の経済・金融に混乱

3月
3月

6月13日
7月1日
7月
10月18日・19日

モデルフォームEPSサプライ契約約款刊行
「我が国エンジニアリング産業の現状と
将来展望を考える研究部会」まとめる
経済産業省製造産業局長と協会運営委員会委員との懇談会
竹内敬介理事長就任
中小企業産学連携製造中核人材育成事業（経済産業省）受託
エンジニアリングシンポジウム2007

「地球と人の未来を担うエンジニアリング
　　　　　　　　　　　  ─革新力・統合力・人財力」 

2007年
（平成19年）

7月14日 日銀がゼロ金利を解除、
 景気は「いざなぎ」超え
9月6日 秋篠宮悠仁親王ご誕生
9月26日 第１次安倍内閣発足
10月1日 安倍首相が中国訪問、
 胡錦濤国家主席と首脳会談
12月15日 改正教育基本法が成立
 防衛庁の「省」昇格法も

4月 イランが低濃縮ウラン
 製造成功と発表
7月17日 インドネシア・ジャワ島南西沖で
 M7.7の地震発生
10月9日 北朝鮮が地下核実験、
 国連が制裁

1月31日
3月
4月
10月8日
10月19日・20日

メールマガジン「ENAAニュース」配信開始（「ENAAだより」廃刊）
国内プラント建設契約モデルフォームの逐条解説刊行
産学人材交流センター発足
第1回業界セミナー開催
エンジニアリングシンポジウム2006

「未来に貢献するエンジニアリング─構想力・実現力・人間力」

2006年
（平成18年）

1月4日 ICカード運転免許証
 発行開始
5月 裁判員制度スタート
9月16日 鳩山由紀夫民主党党首が

首相就任

5月 宮崎県で口蹄疫発生
5月7日 iPad日本で発売
6月 子ども手当支給始まる
6月8日 菅直人首相就任
6月13日 小惑星探査機はやぶさ、
 地球に帰還
6月28日 高速道路無料化社会実験
9月7日 尖閣諸島中国漁船衝突事件
9月10日 日本振興銀行破綻、
 初のペイオフ
10月6日 根岸英一氏、鈴木章氏に
 ノーベル化学賞
12月4日 東北新幹線全線開通

1月30日 日本、サッカー・アジア杯優勝
3月11日 東日本大震災
3月12日 九州新幹線鹿児島ルート
 全線開通
7月1日 電力使用制限令
 37年ぶり発動
7月18日 サッカー女子W杯で
 なでしこJapan優勝
9月2日 野田佳彦首相就任

2月1日 テレビ放送開始60年
3月16日 東北新幹線、
 国内最速320km/h運転
3月23日 ICカード乗車券相互利用
 開始
5月23日 三浦雄一郎氏、最高齢

（80）でエベレスト登頂
5月24日 マイナンバー法成立
 （施行は2016年1月）
6月22日 富士山、世界文化遺産登録
7月16日 東証と大証が経営統合

1月20日 米、オバマ大統領就任
6月1日 米ＧＭ、経営破綻
6月11日 新型インフルエンザ初の
 警戒レベル６に（WHO）
10月9日 米、オバマ大統領に
 ノーベル平和賞

4月 ギリシャ政府がEUなどに
 金融支援を要請
10月14日 チリ落盤事故で33名救出
 （事故発生から70日目）

2月22日 ニュージーランドで
 M6.3の地震発生
5月1日 米、ビンラディン容疑者を

殺害
6月10日 ソユーズとＩＳＳのドッキングが
 成功、古川飛行士滞在開始
10月31日 円相場が戦後最高値の
 75円31銭を記録
10月31日 世界人口が70億人を突破

4月11日 北朝鮮、
 金正恩第1書記就任
7月27日 ロンドンオリンピック開幕

1月22日 インドネシア、スマトラ島
 北部でＭ5.9の地震発生
2月25日 韓国、朴槿恵氏が初の
 女性大統領として就任
3月14日 中、習近平国家主席就任
7月3日 エジプトで
 軍部によるクーデター発生

4月
7月1日
11月19日・20日

5月
10月27日・28日

4月1日

6月29日
10月26日・27日

1月1日
1月29日
3月23日
4月
5月25日

10月29日・30日

12月14日

2月7日
4月1日
4月2日

5月
6月28日
7月16日
8月21日
9月10日
10月18日

一般財団法人移行に向け本格検討着手
山田豊理事長就任
エンジニアリングシンポジウム2009

「未来を拓くエンジニアリングの力 
　　　　　　　　　　～ 経済危機の先を見据えて」

一般財団法人移行認可申請
エンジニアリングシンポジウム2010

「明日の日本が輝くために！ 
　　～ 今こそ活かそうエンジニアリングの力」

一般財団法人へ移行
法人名称を「一般財団法人エンジニアリング協会」に変更
久保田隆理事長就任
エンジニアリングシンポジウム2011

「復興から創生へ、改めて見直そう
　　―エネルギーとインフラエンジニアリング」

新事業開拓プロジェクトチームを設立
事務所移転（虎ノ門マリンビル10階へ）
経済産業省製造産業局長と理事会メンバーとの懇談会
協会初の中期経営計画（運営方針）を策定
東北復興プロジェクト「熱エネルギーセンターを基盤とす
る防災型スマートシティ構想」を検討開始
政策提言と要望「わが国エンジニアリング産業の更なる発
展に向けて」を経済産業省製造産業局長に提出
エンジニアリングシンポジウム2012

「日本創生に貢献するエンジニアリングの力 
　～ 日本の底力で、震災後のビジネス変革をリードしよう」

「第1回エンジョイセミナー in大阪」開催

海外赴任者との交流会を開始
新事業開拓プロジェクトチームを企画渉外部に昇格
緊急政策提言「インフラ海外展開を担う日本企業の危機
管理体制の強化に向けて」関係省庁等に提出

「地下空間利用ガイドブック2013」発刊
高橋誠理事長就任
ENAAホームページをリニューアル
エンジニアリング協会設立35周年
環境省との勉強会を開始
エンジニアリングシンポジウム2013

「世界の人々の笑顔のために! 
　　～ エンジニアリングで描く、幸せな地球の未来」

2009年
（平成21年）

2010年
（平成22年）

2011年
（平成23年）

2012年
（平成24年）

2013年
（平成25年）

5月5日 42年ぶり、
 「原子の火」が消える
5月22日 東京スカイツリー開業
10月8日 山中伸弥氏に
 ノーベル生理学・医学賞
12月26日 第2次安倍内閣発足

3月 日本一の超高層ビル
 あべのハルカス開業
10月7日 赤﨑勇氏、天野浩氏、中村

修二氏にノーベル物理学賞

10月10日 マララ・ユスフザイ氏に
 ノーベル平和賞
12月17日 米、キューバが国交正常化

2014年
（平成26年）

2月6日
2月7日

2月10日 
4月

4月22日

5月26日
9月
10月29日

12月10日

第1回エンジョイセミナー in福岡開催
経済産業省「インフラ・システム輸出に係る政策懇談会」に
当協会理事長出席
安全対策支援室を設置
高圧ガス設備の耐震補強支援事業を経済産業省から補
助金を受けて実施
技術部内に高圧ガス設備耐震補強支援室を設置
政策提言「インフラ・システム輸出の更なる拡大に向けて」
関係省庁に提出
安全対策に関するWebを公開
会員企業に協会活動に関するアンケートを初実施
エンジニアリングシンポジウム2014

「世界の持続的成長に向けて～未来を拓く日本のエンジニアリング」
国土交通省との勉強会を開始

6月14日 岩手・宮城内陸地震
7月7日 洞爺湖サミット開催
7月29日 イチロー外野手
 日米通算3000本安打達成
9月24日 麻生太郎首相就任
10月7日 小林誠氏、益川敏英氏、
 南部陽一郎氏に
 ノーベル物理学賞
10月8日 下村脩氏にノーベル化学賞
11月30日 初代新幹線「０系」引退

3月14日 中国チベット自治区で
 対政府大規模抗議行動
5月12日  中国四川省で
 M8.0の地震発生
8月8日 北京オリンピック開幕
8月9日 ロシア、グルジアを空爆
9月 リーマン・ブラザーズが
 経営破綻
10月 米、金融安定化法を可決

2月
4月

7月7日
10月2日

11月5日・6日

「事業改革検討WG」報告 
「プラントエンジニアリング業」が例示された
日本標準産業分類改訂版施行
北海道洞爺湖サミット会場で移動式水素ステーション運用
設立30周年記念式典およびパーティ開催
業界初の「経済産業大臣表彰および経済産業省製造産
業局長賞」が3名に授与
30周年記念「エンジニアリングシンポジウム2008」

「エンジニアリング産業の原点と本質を問う 
　　　　　　     ～ 地球的規模の課題克服に向けて」

2008年
（平成20年）

エンジニアリングシンポジウム2008

第1回業界セミナー

30
周年

エンジニアリングシンポジウム2009

35
周年

エンジニアリングシンポジウム2010

エンジニアリングシンポジウム2011

2005

2009

2010

2014
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3月14日 北陸新幹線開業
 （長野－金沢）
4月 成田空港にLCC専用の第3

旅客ターミナルビルが開業
6月4日 求人23年ぶりの高水準
8月11日 川内原発が再稼働。東日本

大震災後の新基準で初
9月17日 安全保障関連法が成立
9月19日 ラグビー W杯で歴史的勝利
10月5日 大村智氏に
 ノーベル医学・生理学賞
10月6日 梶田隆章氏に
 ノーベル物理学賞

2月16日 日銀、マイナス金利開始
3月26日 北海道新幹線開業 
 （新青森－新函館北斗）
5月17日 熊本地震
8月8日 イチロー外野手
 大リーグ3000本安打達成

1月25日 稀勢の里が第72代横綱に。
 日本出身横綱は19年ぶり
2月24日 プレミアムフライデー開始
6月9日 天皇退位特例法が成立
6月26日 14歳棋士、藤井聡太四段

が29連勝の新記録
7月 九州北部豪雨
9月9日 陸上100ｍ、桐生祥秀選手

日本人初の9秒台

2月6日 福井県で記録的大雪、県
が災害派遣要請

4月4日 JR東日本が新車両全てに
防犯カメラを設置へ

7月 西日本豪雨
9月8日 全米オープンテニスで
 大坂なおみ選手が
 日本人初優勝
10月1日 本庶佑氏に
 ノーベル医学・生理学賞

5月1日 「平成」から「令和」へ改元
7月18日 京都アニメーション放火

殺人事件
9月20日 第９回ラグビーワールドカップ

日本大会開幕
10月1日 消費税率が8%から10%へ。
 軽減税率導入

7月1日 ギリシャ金融危機
7月14日 イラン核協議最終合意
11月5日 米軍、南シナ海で「航行の

自由作戦」
11月16日 世界各地でイスラム過激

派のテロ
12月12日 COP21でパリ協定採択

3月9日 囲碁で人工知能が人間に
勝利

3月30日 台湾の鴻海精密工業、
シャープを買収

5月27日 オバマ米大統領、広島訪問
6月24日 イギリス国民投票の結果
 ＥＵ離脱へ
8月5日 リオデジャネイロ
 オリンピック開幕

1月 米、トランプ大統領就任
5月 中国の巨大経済圏構想

「一帯一路」会議
6月 米、トランプ大統領が
 パリ協定からの離脱表明
7月7日 国連で核兵器禁止条約を

採択
10月5日 カズオ・イシグロ氏に
 ノーベル文学賞

6月12日 史上初の米朝首脳会談
12月30日 米国抜きTPP11が発効

3月21日 大リーグ・マリナーズの 
イチロー外野手が現役引退

4月15日 ノートルダム大聖堂炎上
8月4日 全英女子オープンで
 渋野日向子が海外メジャー

初出場初優勝

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（令和元年）

2月26日

3月31日
4月1日

4月20日

4月

6月10日

6月30日
8月9日・10日
10月30日

3月
4月25日

8月
10月
10月21日

6月30日
8月31日

10月20日

5月24日
8月27日
9月
10月26日

6月28日
10月18日

外務大臣あて要望書「イラク共和国バスラ地域における
在外公館（総領事館）設立のお願い」を提出
海洋開発フォーラム解散
海洋エンジニアリング委員会設置
エンジニアリング認知度向上部会設置
外務省、経済産業省とエンジニアリング協会会員との懇談
会を開催
協会の中期経営計画（運営方針）を改訂
賛助会員数200社超える
経済産業省資源エネルギー庁「インフラ輸出等を通じたエ
ネルギー産業の国際展開を推進する『Enevolution』イニシ
アティブ」の協議会事務局を当協会に設置
佐藤雅之理事長就任
海洋開発キッズチャレンジの開催
エンジニアリングシンポジウム2015

「未来を創るエンジニアリング
　　～激動するグローバル社会に挑む～」

「地下空間利用ガイドブック」英語版を発刊
「日本企業と海外の石油・ガス開発企業、エンジニアリング
企業との協業等に向けたセミナー」を経済産業省、国土交
通省、エンジニアリング協会と共同で開催
次世代人材育成プログラム「人材育成フォーラム」開始
公式FacebookページおよびYouTubeチャンネルを開設
エンジニアリングシンポジウム2016

「変化に応えるエンジニアリング～混迷の時代の突破力」

大下元理事長就任
プラント・インフラ保安分科会が経済産業省に発足し、
当協会から委員として参画
エンジニアリングシンポジウム2017

「ＯＮＥ ＷＯＲＬＤ　エンジニアリングで世界をつなぐ」

エンジョイセミナー in広島開催
設立40周年記念式典開催
海洋石油・ガス開発施設の設計・建造・操業セミナー開催
エンジニアリングシンポジウム2018

「Change for the Sustainable Future
　　～ひとと世界を創り続けるエンジニアリング～」 

永松治夫理事長就任
エンジニアリングシンポジウム2019

「What will happen?
　　～デジタル革命時代の豊かな社会創りへの挑戦～」

40
周年

1月15日 新型コロナウイルス感染者
国内で初確認

3月24日 新型コロナウイルス感染
拡大により東京オリンピック・
パラリンピック1年延期

7月1日 レジ袋有料化
7月 令和2年7月豪雨
9月16日 菅義偉首相就任

2月17日 新型コロナウイルスワクチン
接種開始

7月3日 静岡、熱海で土石流発生
7月23日 東京2020オリンピック競技

大会開幕
10月4日 岸田文雄首相就任
12月6日 真鍋淑郎氏に
 ノーベル物理学賞

3月21日 WBCで日本優勝
5月8日 新型コロナウイルス「５類」

移行
5月19日 広島でＧ７サミット開催
6月2日 日本の出生 数が 初めて 

80万人を割り込む
10月11日 棋士・藤井聡太が八冠制覇

1月31日 英国がEU離脱
3月11日 WHOが新型コロナウイルス

感染症のパンデミックを
宣言

5月30日 米国、民間初の宇宙有人
飛行に成功

6月30日 香港で国家安全維持法
 施行
11月25日 NYダウ、史上初の
 3万ドル台

1月20日 米、バイデン大統領就任
4月11日 松山英樹がマスターズ優

勝、日本人初のメジャー制覇
8月 米軍アフガニスタン撤退、

タリバン政権復活
11月18日 大谷翔平選手
 MLBア・リーグでMVP受賞
12月8日 独メルケル首相引退

2月24日 ロシアがウクライナ侵攻
9月8日 エリザベス英女王死去
10月29日 韓国で雑踏事故
11月15日 世界人口80億人突破

1月 生成型 AI（ChatGPT）の
ユーザー数1億人突破

2月6日 トルコ・シリア地震
7月27日 国連のグレーテス事務総

長が「地球沸騰化の時代
が到来」と警告

10月7日 イスラエル・ハマス武力衝突

1月
2月12日
6月

10月16日

11月

1月5日
2月15日

4月
6月30日
10月15日

1月17日
10月19日

6月29日
7月1日

10月20日

広報誌「Engineering」No.154（2020.1）をもって休刊
第1回エンジョイセミナー in北九州開催

「講演会等における新型コロナウイルス感染予防対策 
ガイドライン」作成
ビジネス講演会をZoomウェビナーにて開催
エンジニアリングシンポジウム2020

「ひと・夢・地球 ～持続可能な未来社会を拓くエンジニア
リング～」

「そのまま使えるENAA国内プラント建設契約モデル
フォームと逐条解説」第３版を発刊

「新年賀詞交歓会」中止
令和２年度「エンジニアリング功労者賞・奨励特別賞」公表
表彰式は中止
ホームページをリニューアル
山東理二理事長就任
エンジニアリングシンポジウム2021

「新たな社会を築くエンジニアリング～持続可能な人類の
未来のために～」

事務所移転（BPRプレイス神谷町9階へ）
エンジニアリングシンポジウム2022（初めてHybrid方式
で開催）「地球を守り未来を創るエンジニアリング」

石倭行人理事長就任
「石油開発環境安全センター」は「エネルギー・資源開発
環境安全センター」に名称を変更
エンジニアリングシンポジウム2023

「変革の時代～エンジニアリングが未来を照らす」

2020年
（令和2年）

2021年
（令和3年）

2022年
（令和4年）

2023年
（令和5年）

4月4日 東京証券取引所で
 「プライム」など新区分スタート
7月18日 安倍元首相銃撃事件
10月22日 円安進行、
 1ドル151円94銭に

45
周年

当協会事項 日本の出来事 世界の出来事西 暦 当協会事項 日本の出来事 世界の出来事西 暦

2015

2019

2020

2023

エンジニアリングシンポジウム2020

ビジネス講演会をウェビナーにて開催

シンポジウム2017パンフレット
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■■ 編 集 後 記

エンジニアリング協会設立45周年記念誌の企画・編

集に広報部会長として携わる貴重な機会をいただき

大変感謝しております。経済産業省伊吹製造産業

局長、慶應義塾大学ハプティクス研究センター大西

名誉教授、会員企業を代表して座談会に参加された

若手社員のみなさま、取材先関係各位並びに協会関

係者のみなさまほかご協力をいただいた方々にこの

場を借りて感謝申し上げます。

前回の40周年記念誌が発刊された2018年以降これ

までの5年間を振り返ってみると、2019年の「平成」

から「令和」への改元、そして新型コロナのパンデミッ

ク拡大と2020年東京オリンピックの 1年延期など、

世界の社会・経済に大きな停滞や混乱がもたらされ

た一方で、デジタル・ツールの活用が浸透しオンラ

イン会議や在宅勤務制度が拡がるなど私たちの身近

な仕事・生活にも大きな変化が起きました。そして、

2022年末にOpenAIが公開したChatGPTには世界

中の多くの人が衝撃を受けると同時に新たなイノベー

ションの可能性を実感したのではないでしょうか。

この45周年記念誌では、「変革の時代～エンジニア

リングが未来を照らす」をテーマに、エンジニアリング

産業の未来にフォーカスした企画を盛り込みました。

エンジニアリング産業がGXやカーボンニュートラル

達成目標にいかにして取り組み、社会に貢献していく

ようになるのか、またエンジニアリング産業における

AI活用やリアルハプティクスを応用したロボット技術

の社会実装がどのように進んでいくのか興味が尽き

ません。エンジニアリングの明るい未来をイメージで

きる記念誌ができたと自画自賛しております。

足下では日経平均株価が34年ぶりにバブル後最高値

を上回るなど日本経済は歴史的な大きな転換点が到来

しています。大きな経済・社会の変化に際し、エンジ

ニアリング産業においてもこれからの5年、10年で

大きなイノベーションが起きるのではないかとワクワク

しています。

（広報部会長：黒田譲治）

協会の広報誌「Engineering」は３年前に休刊しま

したが、節目ごとの記念誌は冊子として製作すること

となり、この度の「設立45周年記念誌」の発行とな

りました。その編集・企画に今回も携わることができ

ましたこと、大変うれしく思います。

45周年記念誌の企画から編集・製作には、半年ほど

かかりましたが、対談、特別座談会、特別インタビュー

と、何度読み返しても素晴らしい内容です。是非、

皆様にも読んでいただきたいと思います。本誌にご

登場いただきました皆様に紙面をお借りして、改めて

御礼申し上げます。ありがとうございました。

（事務局：小倉三枝子）

記念誌の企画・編集に携わり、改めてエンジニア

リング産業が様々な社会的課題に挑んできた歴史を

認識できたことと、昨今の持続可能な社会に向けた

要求事項、例えば化石燃料からの転換や廃プラスチッ

クへの挑戦等々、エンジニアリング産業が直面して

いる課題がより高度、かつ複雑 / 複合的になってい

ると感じました。

そんな中でも、会員企業がこれら諸課題に真正面か

ら立ち向かっていく姿勢を伺えたことがとても印象的

でした。

（事務局：赤松勝）

　【 広 報 部 会 委 員 】

:

:

:

:

:

:

:

部 会 長

副 部 会 長

委 員

事 務 局

発 行

制 作

発 行 年 月

黒田　譲治	 日鉄エンジニアリング株式会社

栗林　良	 日揮ホールディングス株式会社

小林　研一郎	 株式会社ＩＨＩ

本多　真太郎	 鹿島建設株式会社

小山　佐和子	 ＪＦＥエンジニアリング株式会社

豊島　史征	 石油資源開発株式会社

大久保　澄	 大成建設株式会社

小林　義昭	 株式会社竹中工務店

最上　由章	 千代田化工建設株式会社

本多　正明	 東洋エンジニアリング株式会社

坂口　慶樹	 日鉄エンジニアリング株式会社

伊夫伎　智子	 三菱重工業株式会社

小倉　三枝子、	赤松　勝

一般財団法人エンジニアリング協会
〒106-0041
東京都港区麻布台1-11-9（BPRプレイス神谷町9階）
TEL.	03-6441-2910
https://www.enaa.or.jp/

東洋美術印刷株式会社

2024年2月発行
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